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直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩(LAS) の水質目標値の導出根拠 
 

参考資料「（参考４）毒性値の信頼性評価について」に従い信頼性が確認された毒性値を基に

直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩(LAS)の水生生物保全に係る水質目標値の導出根拠
を取りまとめた。なお、本報告書の文中及び表中の（ ）内の数字は出典番号を示している。 

 

１．国内外における水質目標値策定等の動向 

（１）国内外における水生生物に関する目標値等の設定状況 

国内外における LASの水生生物に関する目標値等の設定状況を表１に整理した。米国、英
国、カナダ、ドイツ、オランダでは LASに対する水生生物保全に関する水質目標値は設定さ
れていない。 

 

表１ 水生生物保全関連の水質目標値等（直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩） 

対象国 担当機関 水質目標値名 水質目標値 
（µg/L） 

米国(1) 米国環境保護

庁 
Aquatic life 
criteria 

淡水    

CMC*1/CCC*2 
設定されていない 

海（塩）水 

CMC*1/CCC*2 
設定されていない 

英国(2) 環境庁 UK Standard 
Surface Water  
AA-EQS*3 

Inland  
surface waters  

設定されていない) 

Other surface 
waters  

設定されていない 

カナダ(3) 環境カナダ Water Quality 
Guidelines 
for the Protection 
of Aquatic Life 

Freshwater 設定されていない 

Marine 設定されていない 

ドイツ(4) 連邦環境庁 Water Framework Directive 
Annual average EQS 
(Watercourses and lakes) 

設定されていない 

Water Framework Directive  
Annual average EQS 
(Transtional and coastal waters) 

設定されていない 

オランダ(5) 国立健康環境
研究所 

Maximum Permissible 
 Concentration(MPC)*4 

設定されていない 

Target value*4 設定されていない 
水産用水基準

（日本）(7) 
(社)日本水産
資源保護協会 

淡水域 設定されていない（陰イオン

界面活性剤として検出されな

いこととされている） 
海域 設定されていない（陰イオン

界面活性剤として検出されな

いこととされている） 
*1 ：CMC（Criterion Maximum Concentration）：最大許容濃度 
*2 ：CCC（Criterion Continuous Concentration）：連続許容濃度 
*3 ：AA-EQS 環境基準(EQS:Environmental quality standards)における年平均値（AA:annual average value）（２） 
*4 ：法制度には規定されていないが環境影響評価等に用いられている目標値で、MPC(最大許容濃度：Maximum 

permissible concentration)は人の健康や生物に影響を及ぼさない予測濃度、target value（目標値）は環境に影
響を及ぼさない濃度を示す。（６） 

別紙１－１ 
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（２）国内外における有害性評価等に関する情報 

本物質の生態毒性データ及び有害性評価に関する各種情報の有無を表２に、また、評価書

等で導出された予測無影響濃度（PNEC）等を表３にそれぞれ示した。 

 

表２ 直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩の有害性評価等に関する情報 
生態毒性データベース等 リスク評価書等 

「AQUIRE」（Aquatic Toxicity 
Information Retrival）(8) ○ 化学物質と環境リスク評価（環境省、第6巻）(12)【詳細な評価を行う候補】 ○ 

欧州連合(EU)IUCLID（International 
Union Chemical Information）(9) × 化学物質の初期リスク評価書

（CERI/NITE（NEDO委託））(13) ○ 

欧州産業界 ECETOCの水生生物毒性
データベース（ECETOC Aquatic 
Toxicity) (10） 

○ 詳細リスク評価書（（独）産業技術総合
研究所）(14) × 

環境省（庁）生態影響試験報告書(11) 
○ 

OECD SIDS*初期評価書 
（SIAR ：SIDS Initial Assessment Report） 
*Screening Information Data Set (15) 

○ 
(2006年) 

 
  欧州連合（EU）リスク評価書（EU-RAR）

(16) × 

  環境保健クライテリア (EHC) (17) ○ 
 

 

カナダ環境保護法優先物質評価書

（Canadian Environmental Protection Act 
Priority Substances List Assessment 
Report）(18) 

× 

 

 

HERA  Human & Environmental Risk 
Assessment on ingredients of European 
household cleaning products. LAS Linear 
Alkylbenzene Sulphonate Version 3.0.(19) 

○ 

凡例）○：情報有り、×情報無し  

 

表３ リスク評価書での予測無影響濃度（PNEC）等 

リスク評価書等 
リスク評価

に用いてい

る値 

根拠 

生物群 種名 毒性値 
アセス

メント

係数等 
化学物質と環境リスク

評価(12) 
（環境省、第6巻） 

3.7µg/L 
(PNEC) 甲殻類 Penaeus 

japonicus 

48時間
LC50 
370µg/L 

100 

化学物質の初期リスク

評価書（CERI/NITE
（NEDO委託））(13) 

110µg/L 
(NOEC) 魚類 Pimephales 

promelas 

60 日間
NOEC 
110µg/L 
 (平均鎖長 13.3) 

- 

HERA  Human & 
Environmental Risk 
Assessment on ingredients 
of European household 
cleaning products.(19) 

270µg/L 
(PNEC) 

種々の単一生物を用いた慢性毒性試験の結果から

統計的に導出された値及び様々なメゾコズム試験

の結果から導出された値 
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（３）国内における水環境又は化学物質管理関連の法制度での設定状況 
商品として流通している直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩（LAS）（アルキル基の
炭素数が 10から 14までのものおよびその混合物に限る。）については、特定化学物質の環境へ
の排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律（化管法）において、第一種指定化学物質

（政令番号：1-30）に指定されている。 

 
２．水生生物に対する生態毒性 

（１）水質目標値導出における直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩（LAS）の取扱い 

商品として流通している直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩（LAS）は、アルキル基
の炭素数が 10（C10）から 14（C14）の同族体が主体である。また、直鎖アルキルベンゼンスルホ

ン酸塩にはナトリウム塩、カルシウム塩、マグネシウム塩等がある。 

我が国の水域から検出される LASは、アルキル基部分の炭素数の異なる LAS（以下、「同族
体」という。）の混合物であり、炭素数毎の濃度比は C10 19%、C11 36%、C12 29％、C13 
7％、平均鎖長は 11.3で、商用 LASの成分比や平均鎖長と大きくは異ならない。LASの水生生
物に対する毒性は炭素数の大きい同族体ほど高いとされている。スルホフェニル基の結合位置の

異なる異性体が存在するが、異性体間の毒性の相違は同族体間による毒性の相違に比べて小さい。

また、分解物であるスルホフェニルカルボン酸の毒性は LASに比べて小さいことが知られてい
る。これらを踏まえ、水質目標値導出に用いる毒性値は、リスク評価書等で扱われている商品と

して流通している LAS（CAS番号及び物質名は表４のとおり）であって、下記の要件に合致す
るものを被験物質とした情報を収集し、水質目標値を導出した。 

・ 市販されている LAS の炭素数分布の範囲と概ね同等であると考えられるもの。具体的
には、披験物質の組成が C10 7-19%、C11 19-39%、C12 20-50％、C13 5-27％であ
ることが測定により確認されているもの。 

・ 上述の範疇に含まれる LASの平均鎖長は 11～12程度と考えられることから、この平均
鎖長を有するもの。 

本報告では、市販されている代表的な直鎖アルキルベンゼンスルホン酸の塩である「直鎖アル

キルベンゼンスルホン酸ナトリウム」を基本として、毒性値を整理した。 

表４ 毒性データを収集した物質一覧 
CAS 物質名※1 

2211-98-5 ｐ－ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム 
1322-98-1 デシルベンゼンスルホン酸ナトリウム 

8046-53-5 直鎖アルキルベンゼンスルホン酸塩(C11.9) [Alkylbenzene sulfonate, Linear 
(C11.9)] 

11067-81-5 Tetrapropylenebenzenesulphonic acid 
11067-82-6 Sodium tetrapropylenebenzenesulphonate 
25155-30-0 ドデシルベンゼンスルホン酸ナトリウム※2 
27176-87-0 ドデシルベンゼンスルホン酸 
42615-29-2 Anionic Linear alkyl benzene sulfonate 
68018-81-2 Sodium C10-13 dodecylbenzene sulfonate 
68411-30-3 Benzenesulfonic acid, C10-13 Alkylderivs., Sodium salts（混合物） 
68584-22-5 Benzenesulfonic acid, C10-16- alkyl derivs. 
※1：名称は原著にしたがい記載 
※2：当該 CASは C12の物質とされているが、ベンゼン環の結合位置は定められていない。また、同じ

CAS の和光純薬工業株式会社製 純度 95.0 ％衣料用合成洗剤試験用試薬は C12 を主成分とした

C10～C13の混合物であることがわかっている。 
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（２）水質目標値導出に利用可能な毒性値 

水質目標値を導出するための毒性値について、平成 24年 3月に公表された「水生生物の保全
に係る水質環境基準の項目追加等について（第一次答申）（以下、「平成 24年第一次答申」と
いう。）」の「（参考４）毒性値の信頼性評価について」に従い、信頼性と利用の適否が検討さ

れた結果、表５に示す毒性値を水質目標値導出に用いることが可能とされた。 

 

表５ 水生生物保全に係る水質目標値導出に利用可能な毒性値 

番

号 
水

域 
分類 

成長 
段階 

毒性値 
(µg/L） 

生物種 
被験物質 エンド 

ポイント 
／影響内容 

ばく露 
期間 

出典. 
平均鎖長 

1 

淡
水
域
（
河
川
・
湖
沼
） 

魚

介

類 

稚魚期 3,000 Oncorhynchus mykiss ニジマス 11.7 LC50 MOR 4日 環境省

(2011a) 

2 胚～ 
稚魚期 150 Oncorhynchus mykiss ニジマス 11.7 NOEC 

MOR/GRO 57日 環境省

(2010a) 

3 稚魚期 4,600*1 Oryzias latipes メダカ 11.6 LC50 MOR 4日 環境省

(2000) 

4 稚魚期 7,100 Oryzias latipes メダカ 11.7 LC50 MOR 4日 環境省

(2010b) 

5 胚～ 
稚魚期 389 Oryzias latipes メダカ 11.7 NOEC 

GRO 41日 環境省

(2009) 

6 
餌
生
物 

- 3,400*1 Daphnia magna 
オオミジン

コ 
11.6 NOEC 

REP 21日 環境省
(2000) 

7 - 3,500*1 Daphnia magna 
オオミジン

コ 
11.6 EC50 IMM 2日 環境省

(2000) 
8 - 5,100*1 Pseudokirchneriella 

subcapitata 緑藻 11.6 NOEC 
GRO(RATE) 3日 環境省

(2000,2006) 

9 

海
域 

魚
介
類 

稚魚期 1,300 Pagrus major マダイ 11.7 LC50 MOR 4日 環境省
(2012a) 

10 仔魚期 550 Pagrus major マダイ 11.7 LC50 MOR 2日 環境省
(2011b) 

11 餌生物 - 210 Skeletonema 
marinoi-dohrnii complex 珪藻 11.7 NOEC 

GRO(RATE) 3日 環境省
(2012b)  

【エンドポイント】LC50 (Median Lethal Concentration) : 半数致死濃度、NOEC (No Observed Effect Concentration) : 無影響濃度 
【影響内容】GRO (Growth) : 生長（植物）、成長（動物）、IMM (Immobilization) : 遊泳阻害、MOR (Mortality) : 死亡、 

REP(Reproduction) : 繁殖、再生産 
＊1：純度を補正し、ナトリウム（Na）塩に換算した値 
 
各毒性値が得られた試験の概要は以下の通りである。 

＜淡水域 魚介類＞ 

環境省(2011a)は、全長約 5cmのニジマス稚魚を用いて、化審法での魚類試験法に準拠して、半止水式（48
時間換水）で急性毒性試験を実施している。試験は、和光純薬工業株式会社製の衣料用合成洗剤試験用試

薬（直鎖アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム）を用いて 5濃度区（公比 1.3）と対照区を設定して行わ
れている。被験物質は HPLC法で分析され、96時間半数致死濃度（LC50）は実測濃度に基づき 3,000µg/L
とされた。（５） 

環境省(2010a)は、胚から稚魚期のニジマスを用いて、OECD テストガイドライン（以下、「OECD TG」
という。）210(1992)に準拠して、流水式 (換水率：約 15回/日）で初期生活段階試験を実施している。試験
は、和光純薬工業株式会社製の衣料用合成洗剤試験用試薬（直鎖アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム）

を用いて 5濃度区（公比 2.5）と対照区を設定して行われている。被験物質は液体クロマトグラフタンデム
質量分析（LC/MS/MS）法で分析され、成長と生残に対する 57日無影響濃度（NOEC）は実測濃度に基づ
き 150µg/Lとされた。（３） 
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環境省(2000)は、全長約 2cmのメダカを用いて、OECD TG203(1992)に準拠して、半止水式（24時間換水）
で急性毒性試験を実施している。試験は、東京化成工業（株）製ドデシルベンゼンスルホン酸 純度 96.1%
を用いて 5濃度区（公比 1.8）と対照区を設定して行われている。被験物質は HPLC法で分析され、96時間
半数致死濃度（LC50）は設定濃度に基づき 4,500µg/Lとされ、純度を補正し、Na塩に換算すると 4,600µg/L
となる。（１） 

環境省(2010b)は、全長約 3cmのメダカを用いて、化審法での魚類試験法に準拠して、半止水式（24時間
換水）で急性毒性試験を実施している。試験は、和光純薬工業株式会社製の衣料用合成洗剤試験用試薬（直

鎖アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム）を用いて 5濃度区（公比 1.5）と対照区を設定して行われてい
る。被験物質は液体クロマトグラフタンデム質量分析（LC/MS/MS）法で分析され、96時間半数致死濃度
（LC50）は実測濃度に基づき 7,100µg/Lとされた。（４） 

環境省(2009)は、胚から稚魚期のメダカを用いて、OECD TG210(1992)に準拠して、流水式 (換水率：約
19回/日）で初期生活段階試験を実施している。試験は、和光純薬工業株式会社製の衣料用合成洗剤試験用
試薬（直鎖アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム）を用いて 5濃度区（公比 3.1～3.2）と対照区を設定し
て行われている。被験物質は高速液体クロマトグラフ質量分析（LC/MS）法で分析され、成長に対する 41
日無影響濃度（NOEC）は実測濃度に基づき 389µg/Lとされた。（２） 

 

＜淡水域 餌生物＞ 

環境省(2000)は、ふ化後 24時間未満のオオミジンコを用いて、OECD TG211(1998)に準拠して、半止水
式（24時間換水）で繁殖阻害試験を実施している。試験は、東京化成工業（株）製ドデシルベンゼンスル
ホン酸 純度 96.1%を用いて 5濃度区（公比 2.6）と対照区を設定して行われている。被験物質は HPLC法
で分析され、21日繁殖阻害に対する無影響濃度（NOEC）は実測濃度に基づき 3,300µg/Lとされ、純度を
補正し、Na塩に換算すると 3,400µg/Lとなる。（１） 

環境省(2000)は、ふ化後 24時間未満のオオミジンコを用いて、OECD TG202(1984)に準拠して、密閉式
止水式で遊泳阻害に対する影響試験を実施している。試験は、東京化成工業（株）製ドデシルベンゼンス

ルホン酸 純度 96.1%を用いて 5濃度区（公比 2.2）と対照区を設定して行われている。被験物質は HPLC
法で分析され、遊泳阻害に対する 48時間半数影響濃度（EC50）は設定濃度に基づき 3,400µg/Lとされ、 純
度を補正し、Na塩に換算すると 3,500µg/Lとなる。（１） 

環境省(2000)は、対数増殖期の緑藻類（Pseudokirchneriella subcapitata）を用いて、OECD TG201(1984)に
準拠して、生長阻害に対する影響試験を実施している。試験は、東京化成工業（株）製ドデシルベンゼン

スルホン酸 純度 96.1%を用いて 5濃度区（公比 2.2）と対照区を設定して行われている。被験物質は HPLC
法で分析された。環境省（2006）は生長速度に対する 72時間無影響濃度（NOEC）を実測濃度に基づき
5,000µg/Lと再計算しており、純度を補正し、Na塩に換算すると 5,100µg/Lとなる。（１） 

 

＜海域 魚介類＞ 

環境省(2012a)は、全長 5.2～6cmのマダイ稚魚を用いて、「海産魚類及び海産エビ類の急性毒性試験法（第
1版）（改定案）」（平成 20年 3月）に準拠して、48時間換水の半止水式で急性毒性試験を実施している。
試験は、和光純薬工業株式会社製の衣料用合成洗剤試験用試薬（直鎖アルキルベンゼンスルホン酸ナトリ

ウム）を用いて 5濃度区（公比 1.8）と対照区を設定して行われている。被験物質は固相抽出－LC/MS/MS
法で分析され、96時間半数致死濃度（LC50）は実測濃度に基づき 1,300µg/Lとされた。（７） 
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環境省(2011b)は、体長約 7mmのマダイ仔魚を用いて、「海産魚類及び海産エビ類の急性毒性試験法（第
1版）（改定案）」（平成 20年 3月）に準拠して、半止水式（24時間 1/2換水）で急性毒性試験を実施し
ている。試験は、和光純薬工業株式会社製の衣料用合成洗剤試験用試薬（直鎖アルキルベンゼンスルホン

酸ナトリウム）を用いて 5濃度区（公比 1.2）と対照区を設定して行われている。被験物質は固相抽出－
LC/MS/MS法で分析され、48時間半数致死濃度（LC50）は実測濃度に基づき 550µg/Lとされた。（６） 

 

＜海域 餌生物＞ 

環境省（2012b）は、対数増殖期の珪藻類（Skeletonema marinoi-dohrnii complex）を用いて、OECD 
TG201(2006)及び ISO10253（2006）に準拠して、生長阻害に対する影響試験を実施している。試験は、和
光純薬工業株式会社製の衣料用合成洗剤試験用試薬（直鎖アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム）を用

いて 5濃度区（公比 2.0）と対照区を設定して行われている。被験物質は固相抽出-LC/MS/MS法で分析さ
れ、生長速度に対する 72時間無影響濃度（NOEC）は実測濃度に基づき 210µg/Lとされた。（８） 
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３．水質目標値の導出 

本項では、平成 24年第一次答申「（参考５）水質目標値の導出手順について」に従い、目標
値の導出に利用できるとされた毒性値（表５）に基づいて、LASの水質目標値を検討した。 

 

（１）水質目標値導出に用いる無影響濃度 
水質目標値導出に用いる無影響濃度は、慢性影響を示す標準試験法の試験結果を優先して

用いるが、該当する試験結果が得られない場合、その他の試験法の毒性値に基づき適切な方法

を用いて慢性影響を生じない無影響濃度を推定する。 

１）慢性影響を示す毒性試験結果から得られた無影響濃度 
平成 24年第一次答申「（参考３） 目標値検討に用いる影響内容と試験法等」に示される
標準試験法により、魚介類ではニジマス（胚～稚魚期）、メダカ（胚～稚魚期）の初期生活段

階試験、また、餌生物では緑藻・珪藻の生長阻害試験及びオオミジンコの繁殖試験の結果から

無影響濃度が得られた。 

２）その他の毒性試験結果からの無影響濃度の推定方法 
１）項以外の魚介類の毒性値は急性影響に対するその他の試験法で求められた結果であり、

近縁種の急性慢性毒性比が得られていないことから、平成 24年第一次答申「（参考７）無影
響濃度（慢性影響を生じない濃度）の推定」に従い、推定係数「10」で除して無影響濃度とす
る。 

３）慢性影響を生じない無影響濃度（まとめ） 
１）項で得られた無影響濃度及び２）項での推定方法を用いて推定した無影響濃度を表６

にとりまとめた。 

表６ 水質目標値導出に用いる無影響濃度 

番

号 
水

域 
分類 

成長 
段階 

生物種 
エンド 
ポイント 
／影響内容 

ばく露

期間 

毒性値（µg/L） 

推定 
係数 

慢性影響を

生じない無

影響濃度 
（推定値） 
（µg/L） 

標準 
試験法* 

その他の 
試験法* 

1 

淡
水
域
（
河
川
・
湖
沼
） 

魚介類 

稚魚期 ニジマス LC50 MOR 4日 - 3,000 10 (300) 

2 
胚～ 
稚魚期 ニジマス NOEC GRO 57日 150 - - 150 

3 
稚魚期 メダカ 

LC50 MOR 4日 - 4,600 10 (460) 
4 LC50 MOR 4日 - 7,100 10 (710) 

5 
胚～ 
稚魚期 メダカ NOEC 

GRO 40日 389 - - 389 

6 

餌生物 

- オオミジ

ンコ 
NOEC 
REP 21日 3,400 - - 3,400 

7 - オオミジ

ンコ EC50 IMM 2日 - 3,500 10 (350) 

8 - 緑藻 NOEC 
GRO(RATE) 3日 5,100 - - 5,100 

9 
海

域 
 

魚介類 
稚魚期 マダイ LC50 MOR 4日 - 1,300 10 (130) 

10 仔魚期 マダイ LC50 MOR 2日 - 550 10 (55) 

11 餌生物 - 珪藻 NOEC 
GRO(RATE) 3日 210 - - 210 

*：「（参考 3）目標値検討に用いる影響内容と試験法等」での試験法の分類 
（ ）内：急性影響から推定係数を適用して求めた推定値 
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（２）無影響導出値（魚介類、餌生物）の算出 

慢性影響を生じない無影響濃度（表６）を各類型に分類し、標準試験法より得られた慢性影響

を生じない無影響濃度を優先的に採用して、無影響導出値（魚介類、餌生物）を算出する（表７）。

魚介類については、成長段階により稚魚期での毒性値は一般域に、胚～稚魚期の毒性値は特別域

に当てはめ、慢性影響を生じない無影響濃度の最小値を種別に求め、代表種の無影響濃度の最小

値とその他の魚介類の最小値を比較し、平成 24年第一次答申「（参考６） 無影響導出値（魚
介類）の算出について」に従い、類型別の代表値を選定し、種比を考慮して無影響導出値（魚介

類）を算出する。餌生物については、慢性影響を生じない無影響濃度の幾何平均値を属別に求め、

その最小値を無影響導出値（餌生物）とする。 

１）生物種による感受性の相違（種比） 

淡水域の生物 A及び生物特 Aではその代表種であるニジマス、生物 B及び生物特 Bでは代表
種であるメダカ、海域の生物 Aと生物特 Aは代表種であるマダイの慢性影響を生じない無影響
濃度が得られている。魚介類の生物種による感受性の相違（種比）は、平成 24年第一次答申「（参
考６） 無影響導出値（魚介類）の算出について」に従い、係数「10」を適用する。 

 

２）類型別の無影響導出値（魚介類、餌生物） 

類型別の無影響導出値（魚介類、餌生物）を表７に示した。 

 

表７ 魚介類と餌生物の無影響導出値（類型別） 

番

号 
水

域 
分

類 類型 成長段階 生物種 

慢性影響を生じな

い無影響濃度 
（推定値） 
（µg/L） 

種別・属別

の無影響

濃度 
（µg/L） 

類型別の

代表値 
(µg/L) 

種比 無影響導出値（魚
介類、餌生物） 

1 
淡
水
域
（
河
川
・
湖
沼
） 
魚

介

類 

生物 A 稚魚期 ニジマス (300) (300) 300 10 30 
2 生物特 A 胚～稚魚期 ニジマス 150 150 150 10 15 
3 

生物 B 稚魚期 メダカ (460) (460) 460 10 46 4 (710) 
5 生物特 B 胚～稚魚期 メダカ 389 389 389 10 39 

6 
餌

生

物 

生物 A 
生物特 A 
生物 B 
生物特 B 

- オオミジ

ンコ 3,400 
3,400 

3,400 1 3,400 7 - オオミジ

ンコ (350) 

8 - 緑藻 5,100 5,100 
9 

海

域 
 

魚

介

類 

生物 A 稚魚期 マダイ (130) (130) 130 10 13 

10 生物特 A 仔魚期 マダイ (55) (55) 55 10 5.5 

11 
餌

生

物 

生物 A 
- 珪藻 210 210 210 1 210 

生物特 A 

*：慢性影響に対する標準試験法による求められた値を優先 
（ ）内：急性影響から推定係数を適用して求めた推定値 
 

  



 

9 
 

（３）水質目標値の導出 
魚介類と餌生物の無影響導出値のうち、小さい方の値を該当する類型の無影響導出値とする

（表８）。 
各類型において、類型毎無影響導出値を水質目標値とする（表９）。 
 

表８ 類型別の無影響導出値 

水域 類型 分類 生物種・属 
無影響導出値 
（魚介類、餌生物） 
（µg/L） 

類型毎 
無影響導出値 
（µg/L） 

淡
水
域
（
河
川
・
湖
沼
） 

生物 A 
魚介類 ニジマス 30 

30 
餌生物 ミジンコ属 3,400 

生物特 A 
魚介類 ニジマス 15 

20 
餌生物 ミジンコ属 3,400 

生物 B 
魚介類 メダカ 46 50 
餌生物 ミジンコ属 3,400 

生物特 B 
魚介類 メダカ 39 40 
餌生物 ミジンコ属 3,400 

海 
域 

生物 A 
魚介類 マダイ 13 10 
餌生物 珪藻 210 

生物特 A 
魚介類 マダイ 5.5 

6 
餌生物 珪藻 210 

 
表９ LASの水質目標値と目標値導出の概要 

水

域 類型 水生生物の生息状況の
適応性 

目標値

（µg/L） 目標値導出の概要 

淡
水
域
（
河
川
・
湖
沼
） 

生物Ａ 

イワナ、サケマス等比較的

低温域を好む水生生物及

びこれらの餌生物が生息

する水域 

30 

ニジマス（代表種、全長約 5cm稚魚）の 4日間半数致
死濃度（LC50）3,000µg/Lに基づいて、推定係数「10」、
および、他種の毒性値が得られていないことから、種

比「10」で除して水質目標値とした。 

生物特Ａ 

生物Ａの水域のうち、生物

Ａの欄に掲げる水生生物

の産卵場（繁殖場）又は幼

稚仔の生育場として特に

保全が必要な水域 

20 

ニジマス（代表種、胚から稚魚期）の初期生活段階試

験により得られた成長への影響を及ぼさない無影響濃

度（NOEC）150µg/Lに基づいて、他種の毒性値が得ら
れていないことから、種比「10」で除して水質目標値
とした。 

生物Ｂ 

コイ、フナ等比較的高温域

を好む水生生物及びこれ

らの餌生物が生息する水

域 

50 

メダカ（代表種、全長約 2cm稚魚）の 4日間半数致死
濃度（LC50）4,600µg/Lに基づいて、推定係数「10」、
および、他種の毒性値が得られていないことから、種

比「10」で除して水質目標値とした。 

生物特Ｂ 

生物Ａ又は生物Ｂの水域

のうち、生物Ｂの欄に掲げ

る水生生物の産卵場（繁殖

場）又は幼稚仔の生育場と

して特に保全が必要な水

域 

40 

メダカ（代表種、胚から稚魚期）の初期生活段階試験

により得られた成長への影響を及ぼさない無影響濃度

（NOEC）389µg/Lに基づいて、他種の慢性影響に対す
る毒性試験結果が得られていないことから、種比「10」
で除して水質目標値とした。 

海
域 

生物Ａ 水生生物の生息する水域 10 

マダイ（代表種、全長約 5cm稚魚）の 4日間半数致死
濃度（LC50）1,300µg/Lに基づいて、推定係数「10」、
および、他種の毒性値が得られていないことから、種

比「10」で除して水質目標値とした。 

生物特Ａ 

生物Ａの水域のうち、水生

生物の産卵場（繁殖場）又

は幼稚仔の生育場として

特に保全が必要な水域 

6 

マダイ（代表種、全長約 7mm 仔魚）の 2日間半数致
死濃度（LC50）550µg/Lに基づいて、推定係数「10」、
および、他種の毒性値が得られていないことから、種

比「10」で除して水質目標値とした。 
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４．出典 

国内外における水質目標値策定等の動向 
(1) United States Environmental Protection Agency Office of Water Office of Science and Technology 

(2009):National Recommended Water Quality Criteria  
(http://www.epa.gov/waterscience/criteria/wqctable/index.html) 

(2) Environment Agency: Chemical Standards  (http://evidence.environment-agency.gov.uk/chemicalstandards/) 
(3) Canadian Council of Ministers of the Environment(2011): Canadian Environmental Quality Guidelines 

Summary Table  (http://st-ts.ccme.ca/) 
(4) Federal Ministry for the Environment, Nature Conservation and Nuclear Safety(2010): Water Resources 

Management in Germany Part 2– Water quality –   
(http://www.umweltdaten.de/publikationen/fpdf-l/3771.pdf) 

(5) Crommentuijn, T., D.F. Kalf, M.D. Polder, R. Posthumus, and E.J. van de Plassche. 1997.Maximum 
Permissible Concentrations and Negligible Concentrations for Pesticides.Report No. 601501002. National 
Institute of Public Health and Environmental Protection,Bilthoven, The Netherlands.  

(6) National Institute of Public Health and the Environment(1999):Environmental Risk Limits in Netherlands, 
Setting Integrated Environmental Quality Standards for Substances in the Netherlands, Environmental quality 
standards for soil, water & air. 

(7) 社団法人日本水産資源保護協会（2006）：水産用水基準（2005年版） 
(8) 米国環境保護庁： AQUIRE（Aquatic Toxicity Information Retrival）(http://cfpub.epa.gov/ecotox/) 
(9)  European Chemicals Bureau (ECB)：IUCLID（International Union Chemical Information） 

(http://ecb.jrc.ec.europa.eu/) 
(10) 欧州産業界 ECETOC：水生生物毒性データベース（ECETOC Aquatic Toxicity：EAT) 
(11) 環境省(2000)：平成 11年度生態影響試験事業結果報告書 
(12) 環境省(2008): 化学物質と環境リスク評価（第 6巻） 
(13) 財団法人化学物質評価研究機構, 独立行政法人製品評価技術基盤機構 (2005) 化学物質の初期リスク
評価書 No.5直鎖アルキルベンゼンスルホン酸及びその塩(アルキル基の炭素数が 10 から 14 までの
もの及びその混合物に限る。). (独立行政法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構 委託事業) 

(14) 独立行政法人産業技術総合研究所: 詳細リスク評価書 (http://unit.aist.go.jp/riss/crm/mainmenu/1.html) 
(15) OECD(2005)：SIDS（Screening Information Data Set）INITIAL ASSESSMENT PROFILE 
(16) European Union：European Union Risk Assessment Report. 
(17) International Programme on Chemical Safety：Environmental Health Criteria 
(18) 環境カナダ：カナダ環境保護法優先物質評価書（Canadian Environmental Protection Act Priority 

Substances List Assessment Report） 
(19) Human and Environmental Risk Assessment(HERA)(2007): Human & Environmental Risk Assessment on 

ingredients of European household cleaning products. LAS Linear Alkylbenzene Sulphonate Version 3.0. 

 

水生生物に対する生態毒性 
(1) 環境省(2000)：平成 11年度生態影響試験事業結果報告書 

(2) 環境省(2009)：平成 21年度魚類毒性試験調査（淡水域魚類(メダカ)・急性毒性試験及び初期生活段階
毒性試験）LAS・ヒメダカ・初期生活段階毒性試験 

(3) 環境省(2010a)：直鎖アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム(LAS)のニジマス(Oncorhynchus mykiss)
に対する初期生活段階毒性試験 

(4) 環境省(2010b)：直鎖アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム(LAS)のメダカ（Oryzias latipes）に対す
る急性毒性試験 
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(5) 環境省(2011a)：直鎖アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム(LAS)のニジマスを用いる 96 時間急性
毒性試験 

(6) 環境省(2011b)：平成 22年度魚類毒性試験調査（海域魚類（マダイ仔魚）・急性毒性試験）業務報告
書 

(7) 環境省(2012a)：直鎖アルキルベンゼンスルホン酸塩（LAS）のマダイ稚魚を用いる 96 時間急性毒性
試験,平成 23年度水生生物への影響が懸念される有害物質情報収集等調査業務報告書＜別冊＞:75-250 

(8) 環境省(2012b)：LAS の Skeletonema costatum を用いる藻類生長阻害試験,平成 23年度水生生物への影
響が懸念される有害物質情報収集等調査業務報告書＜別冊＞:929-1232 
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別紙 収集したデータ 

番

号 
水

域 
生物

分類 生物種 生物分類 

被験物質 
エンド

ポイン

ト 

暴

露

期

間 
(日) 

毒性値 
（µg/L） 

成長段階 

水温 
（℃） pH DO 

(mg/L) 

水

質

目

標

値 

出典 主な除外理由 
名称 純度等 

被験物

質の鎖

長等 

CAS
参考 年齢 体長等 

1 淡
水 

魚介

類 
Carassius 
auratus キンギョ Linear alkylate 

sulfonate 

粉末洗剤

（40%LAS、
59%硫酸ナ
トリウム、

1%水） 

記載な

し 
42615

292 
LC50 
MOR 4 6,169 － 

3.1-6.0 cm 
SL(<=5g
換算) 

20 
-22.5 

7.09 
-9.25 5.05-8.4 × Tsai & 

McKee(1978) 

被験物質の組成比、平

均鎖長が記載されてい

ない。 

2 淡
水 
魚介

類 
Carassius 
auratus キンギョ 同上 同上 同上 同上 LC50 

MOR 3 7,008 － 
3.1-6.0 cm  
SL(<=5g
換算) 

20 
-22.5 

7.09 
-9.25 5.05-8.4 × Tsai & 

McKee(1978) １と同一試験 

3 淡
水 
魚介

類 
Carassius 
auratus キンギョ 同上 同上 同上 同上 LC50 

MOR 2 7,482 － 
3.1-6.0 cm 
SL(<=5g
換算) 

20 
-22.5 

7.09 
-9.25 5.05-8.4 × Tsai & 

McKee(1978) １と同一試験 

4 淡
水 
魚介

類 
Carassius 
auratus キンギョ 同上 同上 同上 同上 LC50 

MOR 1 7,598 － 
3.1-6.0 cm 
SL(<=5g
換算) 

20 
-22.5 

7.09 
-9.25 5.05-8.4 × Tsai & 

McKee(1978) １と同一試験 

5 淡
水 
魚介

類 
Cyprinus 

carpio コイ 
直鎖型アルキルベ

ンゼンスルホン酸

ナトリウム 

記載なし 
（蒸留水） 

記載な

し 
42615

292 
LC50 
MOR 2 5,600 仔魚 4.4 mg, 

0.9 cm 22 7 7.1-7.6 × Kikuchi et al. 
(1976) ばく露期間が不適 

6 淡
水 
魚介

類 
Oryzias 
latipes メダカ 同上 同上 

（人工軟水） 同上 同上 LC50 
MOR 2 10,000 － 

323(200-5
00) mg, 

27.7(23-31
) mm 

22.5 
-24 5.6-6.1 6.3-9.6 × Kikuchi et al. 

(1976) ばく露期間が不適 

7 淡
水 
魚介

類 
Cyprinus 

carpio コイ 同上 同上 
（蒸留水） 同上 同上 LC50 

MOR 3 11,000 胚 － 22 6.9 7.5-8.8 × Kikuchi et al. 
(1976) 

被験物質の組成比、平

均鎖長が記載されてい

ない 

8 淡
水 
魚介

類 
Oryzias 
latipes メダカ 同上 同上 

（人工軟水） 同上 同上 LC50 
MOR 1 13,000 － 

323(200-5
00) mg, 

27.7(23-31
) mm 

22.5 
-24 5.6-6.1 6.3-9.6 × Kikuchi et al. 

(1976) 6と同一試験 

9 淡
水 
魚介

類 
Cyprinus 

carpio コイ 同上 同上 
（蒸留水） 同上 同上 LC50 

MOR 1 15,000 
-32,000 胚 － 22 6.9 7.5-8.8 × Kikuchi et al. 

(1976) 7と同一試験 

10 淡
水 
魚介

類 
Oryzias 
latipes メダカ 同上 同上 同上 同上 LC50 

MOR 2 15,000 － 

323(200-5
00) mg, 

27.7(23-31
) mm 

22.5 
-24 5.6-6.1 6.3-9.6 × Kikuchi et al. 

(1976) ばく露期間が不適 

11 淡
水 
魚介

類 
Oryzias 
latipes メダカ 同上 同上 同上 同上 LC50 

MOR 1 23,000 － 

323(200-5
00) mg, 

27.7(23-31
) mm 

22.5 
-24 5.6-6.1 6.3-9.6 × Kikuchi et al. 

(1976) 10と同一試験 

12 淡
水 
魚介

類 
Cyprinus 

carpio コイ Linear alkyl benzene 
sulfonate 

Monsanto Co
製テクニカ

ルグレード 

記載な

し 
42615

292 
LC50 
MOR 4 5,000 － 3.5-5.5 cm 21±1 7.5-7.8 4.2-6.6 × Lopez-Zavala 

et al. (1975) 

被験物質の組成比、平

均鎖長が記載されてい

ない 
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番

号 
水

域 
生物

分類 生物種 生物分類 

被験物質 
エンド

ポイン

ト 

暴

露

期

間 
(日) 

毒性値 
（µg/L） 

成長段階 

水温 
（℃） 

pH DO 
(mg/L) 

水

質

目

標

値 

出典 主な除外理由 
名称 純度等 

被験物

質の鎖

長等 

CAS
参考 年齢 体長等 

13 淡
水 
魚介

類 
Cyprinus 

carpio コイ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 1 6,800 － 3.5-5.5 cm 21±1 7.5-7.8 4.2-6.6 × Lopez-Zavala 

et al. (1975) 12と同一試験 

14 淡
水 
魚介

類 
Cyprinus 

carpio コイ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 2 6,800 － 3.5-5.5 cm 21±1 7.5-7.8 4.2-6.6 × Lopez-Zavala 

et al. (1975) 12と同一試験 

15 淡
水 
魚介

類 
Gasterosteus 

aculeatus 
降海型 
イトヨ 

Tetrapropylene 
benzene sulphonate 5% C12 11067

815 
NOEC 
GRO 35 940 胚 － 19±1 8.2±0.2 記載な

し × 
Van den 

Dikkenberg 
et al. (1989) 

被験物質純度が 5%と
かなり小さく、不純物

に関する情報なし 

16 淡
水 
魚介

類 
Gasterosteus 

aculeatus 
降海型 
イトヨ 同上 同上 同上 同上 NOEC 

MOR 4 4,900 4-5週令 － 19±1 8.2±0.2 同上 × 
Van den 

Dikkenberg 
et al. (1989) 

ばく露期間が不適 

17 淡
水 
魚介

類 
Gasterosteus 

aculeatus 
降海型 
イトヨ 同上 同上 同上 同上 NOEC 

MOR 35 5,300 胚 － 19±1 8.2±0.2 同上 × 
Van den 

Dikkenberg 
et al. (1989) 

被験物質純度が 5%と
かなり小さく、不純物

に関する情報なし 

18 淡
水 
魚介

類 
Gasterosteus 

aculeatus 
降海型 
イトヨ 同上 同上 同上 同上 NOEC 

MOR 1 8,700 4-5週令 － 19±1 8.2±0.2 同上 × 
Van den 

Dikkenberg 
et al. (1989) 

16と同一試験 

19 淡
水 
魚介

類 
Gasterosteus 

aculeatus 
降海型 
イトヨ 同上 同上 同上 同上 NOEC 

MOR 2 8,700 4-5週令 － 19±1 8.2±0.2 同上 × 
Van den 

Dikkenberg 
et al. (1989) 

16と同一試験 

20 淡
水 
魚介

類 
Gasterosteus 

aculeatus 
降海型 
イトヨ 同上 同上 同上 同上 NOEC 

MOR 3 8,700 4-5週令 － 19±1 8.2±0.2 同上 × 
Van den 

Dikkenberg 
et al. (1989) 

16と同一試験 

21 淡
水 
魚介

類 
Gasterosteus 

aculeatus 
降海型 
イトヨ 同上 同上 同上 同上 NOEC 

DVP 35 9,400 胚 － 19±1 8.2±0.2 同上 × 
Van den 

Dikkenberg 
et al. (1989) 

被験物質純度が 5%と
かなり小さく、不純物

に関する情報なし 

22 淡
水 
魚介

類 
Gasterosteus 

aculeatus 
降海型 
イトヨ 同上 同上 同上 同上 LC50 

MOR 35 10,000 胚 － 19±1 8.2±0.2 同上 × 
Van den 

Dikkenberg 
et al. (1989) 

ばく露期間が不適 

23 淡
水 
魚介

類 
Gasterosteus 

aculeatus 
降海型 
イトヨ 同上 同上 同上 同上 LC50 

MOR 3 11,000 4-5週令 － 19±1 8.2±0.2 同上 × 
Van den 

Dikkenberg 
et al. (1989) 

24と同一試験 

24 淡
水 
魚介

類 
Gasterosteus 

aculeatus 
降海型 
イトヨ 同上 同上 同上 同上 LC50 

MOR 4 11,000 4-5週令 － 19±1 8.2±0.2 同上 × 
Van den 

Dikkenberg 
et al. (1989) 

被験物質純度が 5%と
かなり小さく、不純物

に関する情報なし 

25 淡
水 
魚介

類 
Gasterosteus 

aculeatus 
降海型 
イトヨ 同上 同上 同上 同上 LC50 

MOR 2 12,000 4-5週令 － 19±1 8.2±0.2 同上 × 
Van den 

Dikkenberg 
et al. (1989) 

24と同一試験 

26 淡
水 
魚介

類 
Gasterosteus 

aculeatus 
降海型 
イトヨ 同上 同上 同上 同上 LC50 

MOR 1 16,000 4-5週令 － 19±1 8.2±0.2 同上 × 
Van den 

Dikkenberg 
et al. (1989) 

24と同一試験 

27 淡
水 
魚介

類 
Oncorhynchu

s mykiss ニジマス Sodium lauryl 
benzene sulphonate 

30%界面活
性剤、70%硫
酸ナトリウ

ムと水 

C11,12 42615
292 

LC50 
MOR 14 1,630 － 12-16 cm 15 

-15.6 7.3-7.4 >70% × 
Calamari & 

Marchetti(19
73) 

ばく露期間が不適 

28 淡
水 
魚介

類 
Oncorhynchu

s mykiss ニジマス 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 14 1,660 － 12-16 cm 15 

-15.6 7.3-7.4 >70% × 
Calamari & 

Marchetti(19
73) 

ばく露期間が不適 
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番

号 
水

域 
生物

分類 生物種 生物分類 

被験物質 
エンド

ポイン

ト 

暴

露

期

間 
(日) 

毒性値 
（µg/L） 

成長段階 

水温 
（℃） 

pH DO 
(mg/L) 

水

質

目

標

値 

出典 主な除外理由 
名称 純度等 

被験物

質の鎖

長等 

CAS
参考 年齢 体長等 

29 淡
水 
魚介

類 
Oncorhynchu

s mykiss ニジマス 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 4 1,680 － 12-16 cm 15 

-15.6 7.3-7.4 >70% × 

Calamari & 
Marchetti(19

73) 
 

成長段階が不適 

30 淡
水 
魚介

類 
Oncorhynchu

s mykiss ニジマス 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 1 2,040 －  12-16 cm 15 

-15.6 7.3-7.4 >70% × 
Calamari & 

Marchetti(19
73) 

29と同一試験 

31 淡
水 
魚介

類 

Macrobrachi
um 

rosenbergii 

オニテナ

ガエビ 
Linear alkyl benzene 
sulfonate 23.6%Powder 記載な

し 
42615

292 
LC50 
MOR 4 11,800 

【硬度 95.2】 
Juvenile 

(稚エビ) 
1.5-2.0 cm 33 8.2±

0.14（用水） 
7.1±
0.46（用水） 

× Leelhaphunt 
et al.(1987) 

被験物質の組成比、平

均鎖長が記載されてい

ない 

32 淡
水 
魚介

類 

Macrobrachi
um 

rosenbergii 

オニテナ

ガエビ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 4 18,100 

【硬度 171.4】 
Juvenile 

(稚エビ) 
1.5-2.0 cm 28 8.2±

0.14（用水） 
7.1±
0.46（用水） 

× Leelhaphunt 
et al.(1987) 

被験物質の組成比、平

均鎖長が記載されてい

ない 

33 淡
水 
魚介

類 

Macrobrachi
um 

rosenbergii 

オニテナ

ガエビ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 4 18,200 

【硬度 95.2】 
Juvenile 

(稚エビ) 
1.5-2.0 cm 28 8.2±

0.14（用水） 
7.1±
0.46（用水） 

× Leelhaphunt 
et al.(1987) 

被験物質の組成比、平

均鎖長が記載されてい

ない 

34 淡
水 
魚介

類 

Macrobrachi
um 

rosenbergii 

オニテナ

ガエビ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 4 18,200 

【硬度 95.2】 
Juvenile 

(稚エビ) 
1.5-2.0 cm 28 8.2±

0.14（用水） 
7.1±
0.46（用水） 

× Leelhaphunt 
et al.(1987) 

被験物質の組成比、平

均鎖長が記載されてい

ない 

35 淡
水 
魚介

類 

Macrobrachi
um 

rosenbergii 

オニテナ

ガエビ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 4 20,900 

【硬度 95.2】 
Juvenile 

(稚エビ) 
1.5-2.0 cm 23 8.2±

0.14（用水） 
7.1±
0.46（用水） 

× Leelhaphunt 
et al.(1987) 

被験物質の組成比、平

均鎖長が記載されてい

ない 

36 淡
水 
魚介

類 

Macrobrachi
um 

rosenbergii 

オニテナ

ガエビ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 4 21,900 

【硬度 54.9】 
Juvenile 

(稚エビ) 
1.5-2.0 cm 28 8.2±

0.14（用水） 
7.1±
0.46（用水） 

× Leelhaphunt 
et al.(1987) 

被験物質の組成比、平

均鎖長が記載されてい

ない 

37 淡
水 
魚介

類 
Carassius 
auratus キンギョ 

Linear alkyl benzene 
sulfonate（from a 
detergent 
powder) 

40 % LAS, 
59 % 硫酸ナ
トリウム、

1%水 

記載な

し 
42615

292 
LC50 
MOR 4 6,170 － 

3.1-6.0 cm 
(6cmの体
重＝5.3g) 

20 
-22.5 7.1-9.3 5.05-8.4 × Tsai & 

McKee(1980) 

被験物質の組成比、平

均鎖長が記載されてい

ない 

38 淡
水 
魚介

類 
Carassius 
auratus キンギョ 同上 同上 同上 同上 LC50 

MOR 3 7,000 － 
3.1-6.0 cm 
(6cmの体
重＝5.3g) 

20 
-22.5 7.1-9.3 5.05-8.4 × Tsai & 

McKee(1980) 37と同一試験 

39 淡
水 
魚介

類 
Carassius 
auratus キンギョ 同上 同上 同上 同上 LC50 

MOR 2 7,480 － 
3.1-6.0 cm 
(6cmの体
重＝5.3g) 

20 
-22.5 7.1-9.3 5.05-8.4 × Tsai & 

McKee(1980) 37と同一試験 

40 淡
水 
魚介

類 
Carassius 
auratus キンギョ 同上 同上 同上 同上 LC50 

MOR 1 7,600 － 
3.1-6.0 cm 
(6cmの体
重＝5.3g) 

20 
-22.5 7.1-9.3 5.05-8.4 × Tsai & 

McKee(1980) 37と同一試験 

41 淡
水 
魚介

類 
Cyprinus 

carpio コイ Sodium lauryl 
benzene sulfonate 

和光純薬工

業(株)製（純
度不明） 

C12 25155
300 

LC50 
MOR >3 8,000 － 換算 7.2cm 

(体重 5.7g) 
20-22 6.7-7.1 記載な

し × Wakabayashi 
et al.(1978) 

異なる硬度での半数致

死時間を求めた試験（1
濃度区） 

42 淡
水 
魚介

類 
Cyprinus 

carpio コイ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR >3 8,000 － 換算 7.2cm 

(体重 5.7g) 
20-22 6.7-7.1 同上 × Wakabayashi 

et al.(1978) 同上 

43 淡
水 
魚介

類 
Cyprinus 

carpio コイ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR >3 8,000 － 換算 7.2cm 

(体重 5.7g) 20-22 6.7-7.1 同上 × Wakabayashi 
et al.(1978) 同上 
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番

号 
水

域 
生物
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質の鎖

長等 

CAS
参考 年齢 体長等 

44 淡
水 
魚介

類 
Cyprinus 

carpio コイ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 

40
時

間 
8,000 － 

換算 7.2cm 
(体重 5.7g) 20-22 6.7-7.1 記載な

し × Wakabayashi 
et al.(1978) 

異なる硬度での半数致

死時間を求めた試験（1
濃度区） 

45 淡
水 
魚介

類 
Cyprinus 

carpio コイ Sodium linear alkyl 
benzene sulfonate 不明 C11.7 25155

300 
LC50 
MOR 

46
時

間 
18,000 － 換算 7.3cm 

(体重 6.0g) 20-22 6.7-7.1 同上 × Wakabayashi 
et al.(1978) 同上 

46 淡
水 
魚介

類 
Cyprinus 

carpio コイ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 

25
時

間 
18,000 － 換算 7.3cm 

(体重 6.0g) 
20-22 6.7-7.1 同上 × Wakabayashi 

et al.(1978) 同上 

47 淡
水 
魚介

類 
Oryzias 
latipes メダカ Sodium linear alkyl 

benzene sufonates 

常法により

精製（純度
100%) 

C13-10 80465
35 

LC50 
MOR 1 10,000 － 23-26 mm 21-22 6.7-7.1 ≧5-8.5 × 

Kikuchi & 
Wakabayashi

(1984) 
48と同一試験 

48 淡
水 
魚介

類 
Oryzias 
latipes メダカ 同上 同上 同上 同上 LC50 

MOR 2 10,000 － 23-26 mm 21-22 6.7-7.1 ≧5-8.5 × 
Kikuchi & 

Wakabayashi
(1984) 

ばく露期間が不適 

49 淡
水 
魚介

類 
Oryzias 
latipes メダカ 同上 同上 C12 同上 LC50 

MOR 2 12,000 － 23-26 mm 21-22 6.7-7.1 ≧5-8.5 × 
Kikuchi & 

Wakabayashi
(1984) 

ばく露期間が不適 

50 淡
水 
魚介

類 
Oryzias 
latipes メダカ 同上 同上 同上 同上 LC50 

MOR 1 13,000 － 23-26 mm 21-22 6.7-7.1 ≧5-8.5 × 
Kikuchi & 

Wakabayashi
(1984) 

49と同一試験 

51 淡
水 
魚介

類 
Oryzias 
latipes メダカ Linear alkyl benzene 

sulfonate 

42.4 % LAS、
2.1%キシレ
ンスルホン

酸ナトリウ

ム、1.4%アル
キルベンゼ

ン 

C8-14
（C8:<1
,C9:16.5
,C10:23,
C11:20,
C12:18,
C13:16,
C14:6.5) 

42615
292 

LC50 
MOR 4 10,000   

-18,000 4-5週令 － 23±2 記載な
し 

記載な

し × Canton & 
Slooff(1982) 

毒性値が範囲で示され

ており、確定されてい

ない 

52 淡
水 
魚介

類 
Tilapia 

mossambica 
カワスズ

メ 
Linear alkyl benzene 
sulfonate 

Pernol J (洗
剤,LAS有効
成分 20%) 

記載な

し 
42615

292 
LC50 
MOR 4 1,512 －  75.95±

6.75mm 

27.9± 
0.14 
(用水) 

7.1±0.1 
(用水) 

10（用水） × 
Chattopadhya

y & Konar 
(1985) 

被験物質の組成比、平

均鎖長が記載されてい

ない 

53 淡
水 
魚介

類 
Oryzias 
latipes メダカ Sodium lauryl 

benzene sulfonate 
practical 

grade C12 25155
300 

LC50 
MOR 2 40,000 

同年度

生まれ

のもの 

平均 
約 2cm 

20 
(調製時) 

7.2 
(20℃：調製時) 

11 (20℃） × Tsuji et 
al.(1986) ばく露期間が不適 

54 淡
水 
魚介

類 
Oryzias 
latipes メダカ 同上 同上 同上 同上 LC50 

MOR 2 40,000 
同年度

生まれ

のもの 

平均 
約 2cm 

30 
(調製時) 

7.2(20℃) 11 (20℃） × Tsuji et 
al.(1986) ばく露期間が不適 

55 淡
水 
魚介

類 
Oncorhynchu

s kisutch ギンザケ SANTOMERSE NO. 
3 

有効成分
75% 

記載な

し 
25155

300 
MATC 
MOR 3 3,100 

 -5,600 118日令 6.6cm 14.4 8 8(曝気） × Holland et 
al.(1960) ばく露期間が不適 

56 淡
水 
魚介

類 
Oncorhynchu

s kisutch ギンザケ 同上 同上 同上 同上 NOEC 
MOR 3 3,100 118日令 6.6cm 14.4 8 8(曝気） × Holland et 

al.(1960) ばく露期間が不適 

57 淡
水 
魚介

類 
Oncorhynchu

s kisutch ギンザケ 同上 同上 同上 同上 LOEC 
MOR 3 5,600 118日令 6.6cm 14.4 8 8(曝気） × Holland et 

al.(1960) ばく露期間が不適 

58 淡
水 
魚介

類 
Oncorhynchu

s kisutch ギンザケ SANTOMERSE-D 有効成分
100% 

記載な

し 
13229

81 
MATC 
MOR 3 5,600 

-1,000 118日令 6.6cm 14.4 8 8.8(曝気） × Holland et 
al.(1960) ばく露期間が不適 
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59 淡
水 
魚介

類 
Oncorhynchu

s kisutch ギンザケ 同上 同上 同上 同上 NOEC 
MOR 3 5,600 118日令 6.6cm 14.4 8 8.8(曝気） × Holland et 

al.(1960) ばく露期間が不適 

60 淡
水 
魚介

類 
Oncorhynchu

s kisutch ギンザケ 同上 同上 同上 同上 LOEC 
MOR 3 10,000 118日令 6.6cm 14.4 8 8.8(曝気） × Holland et 

al.(1960) ばく露期間が不適 

61 淡
水 
魚介

類 
Oncorhynchu

s mykiss ニジマス Linear alkyl benzene 
sulfonate 記載なし C11-12 42615

292 
NOEC 
GRO 28 880 

 -1,900 － 8.3cm換算 
(体重 3-5g) 

12.5 
-17.5 

6.75 
-8.25 ≧70% × Mallettet 

al.(1997) ばく露期間が不適 

62 淡
水 
魚介

類 
Oncorhynchu

s mykiss ニジマス 同上 同上 同上 同上 LOEC 
GRO 28 1,500 

 -2,200 － 8.3cm換算 
(体重 3-5g) 

12.5 
-17.5 

6.75 
-8.25 ≧70% × Mallettet 

al.(1997) ばく露期間が不適 

63 淡
水 
魚介

類 
Oncorhynchu

s mykiss ニジマス Linear alkyl 
benzene sulfonate 

36.54%(C10:
14.8%,C11:3
8.9%,C12:38.
7%,C13:6.3%

,C14:1.3%) 

C11.4 
(C10-14) 

68411
303 

NOEC 
MOR 4 3,800 

49dph 
(ふ化後
49日） 

3.8±
0.3cm 12±1 6.62 

-7.53 >57% × 
Buhl & 

Hamilton(200
0) 

ばく露期間が不適 

64 淡
水 
魚介

類 
Oncorhynchu

s mykiss ニジマス 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 3 5,000 49dph 3.8±

0.3cm 12±1 6.62 
-7.53 >57% × 

Buhl & 
Hamilton(200

0) 
65と同一試験 

65 淡
水 
魚介

類 
Oncorhynchu

s mykiss ニジマス 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 4 5,000 49dph 3.8±

0.3cm 12±1 6.62 
-7.53 >57% × 

Buhl & 
Hamilton(200

0) 
DOが不適 

66 淡
水 
魚介

類 
Oncorhynchu

s mykiss ニジマス 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 2 5,400 49dph 

 
3.8±
0.3cm 12±1 6.62 

-7.53 >73% × 
Buhl & 

Hamilton(200
0) 

65と同一試験 

67 淡
水 
魚介

類 
Oncorhynchu

s mykiss ニジマス 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 1 8,100 49dph 

 
3.8±
0.3cm 12±1 6.62 

-7.53 >73% × 
Buhl & 

Hamilton(200
0) 

65と同一試験 

68 淡
水 
魚介

類 
Oryzias 
latipes メダカ Sodium n-dodecyl  

benzene sulfonate 

和光純薬工

業(株)の同製
品の純度

95% 

C12 25155
300 

LC50 
MOR 4 4,300 －  2.66±

0.31cm 

24.2
±0.8 
：開始時 

7.3±
0.45 
：開始時 

8.42±
0.73 
：開始時 

× Toshima et 
al.(1995) 

実測されておらず、濃

度区数も 3濃度区と少
ない。 

69 淡
水 
魚介

類 
Cyprinus 

carpio コイ 
直鎖型アルキルベ

ンゼンスルホン酸

ナトリウム 

常法により

精製 
C11.7 

(C10-13) 
25155

300 
LC50 
MOR 2 5,600 

仔魚（ふ

化後 7
日目） 

－  
22.0
±1.0 7 7.1-7.5 × 有馬他

（1981） 

実測されておらず、他

の試験結果から最大で

約 30％濃度が減少した
可能性がある。 

70 淡
水 
魚介

類 
Cyprinus 

carpio コイ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 2 10,000 稚魚(6

ヶ月齢） －  
22.0
±1.0 6.6-7.1 5.5-9.2 × 有馬他

（1981） ばく露期間が不適 

71 淡
水 
魚介

類 
Cyprinus 

carpio コイ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 

胚

の

ふ

化 

15,000 
卵（産卵

後 2時
間） 

－  
22.0
±1.0 6.7-7.1 4.1-8.8 × 有馬他

（1981） DOが不適 

72 淡
水 
魚介

類 
Cyprinus 

carpio コイ 花王石鹸(株)より提
供 

常法により

精製 C11.7 25155
300 

LC50 
MOR 4 4,400 －  32.0±

1.8mm 
20.5 
-21.0 
 記載

なし 5.0以上 × 若林他
（1984） 

DOが不適、47時間目
に給餌しており、被験

物質が実測されていな

い 

73 淡
水 
魚介

類 
Oncorhynchu

s masou ビワマス 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 4 4,400 －  33.0±

1.8mm 
8.5 
-9.6 同上 9.8以上 × 若林他

（1984） 
給餌しており被験物質

が、実測されていない 
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番

号 
水

域 
生物

分類 生物種 生物分類 

被験物質 
エンド

ポイン

ト 

暴

露

期

間 
(日) 

毒性値 
（µg/L） 

成長段階 

水温 
（℃） 

pH DO 
(mg/L) 

水

質

目

標

値 

出典 主な除外理由 
名称 純度等 

被験物

質の鎖

長等 

CAS
参考 年齢 体長等 

74 淡
水 
魚介

類 
Oncorhynchu

s mykiss ニジマス 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 4 4,700 －  32.8±

1.6mm 
8.8 
-10.9 同上 8.6以上 × 若林他

（1984） 
給餌しており、被験物

質が実測されていない 

75 淡
水 
魚介

類 
Plecoglossus 

altivelis アユ 

直鎖アルキルベン

ゼンスルホン酸ナ

トリウム（花王（株）

より提供） 

23.36%水溶
液(その他の
成分：
Na2SO4, 
0.8%、石油エ
ーテル可溶

分, 0.3%) 

C10-13 42615
292 

NOEC 
MOR 28 531 稚魚 －  19.0 

-20.5 
7.29 
-7.54 6.1-8.7  × 化学品検査

協会 (1985b) ばく露期間が不適 

76 淡
水 
魚介

類 
Plecoglossus 

altivelis アユ 同上 同上 同上 同上 LOEC 28 1,090 稚魚 －  19.0 
-20.5 

7.29 
-7.54 6.1-8.7  × 化学品検査

協会 (1985b) ばく露期間が不適 

77 淡
水 
魚介

類 
Plecoglossus 

altivelis アユ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 4 1,090 稚魚 5.96cm 22±2 

7.15 
-7.38 

(試験終了時) 

4.6-6.4 
(試験終了時) 

× 化学品検査
協会 (1985b) DOが不適 

78 淡
水 
魚介

類 
Plecoglossus 

altivelis アユ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 2 1,510 稚魚 5.96cm 22±2 

7.15 
-7.38 

(試験終了時) 

4.6-6.4 
(試験終了時) 

× 化学品検査
協会 (1985b) 77と同一試験 

79 淡
水 
魚介

類 
Plecoglossus 

altivelis アユ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 2 1,590 

ふ化仔

魚(ふ化後 1

日目) 
－ 20±2 

7.99 
-8.05 

(試験終了時) 

8.6 
(試験終了時) 

× 化学品検査
協会 (1985b) 

淡水を用いて試験を実

施しており、実環境の

状況と異なる。 

80 淡
水 
魚介

類 
Plecoglossus 

altivelis アユ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 1 1,910 

ふ化仔

魚(ふ化後 1

日目) 
－ 20±2 

7.99 
-8.05 

(試験終了時) 

8.6 
(試験終了時) 

× 化学品検査
協会 (1985b) 79と同一試験 

81 淡
水 
魚介

類 
Oryzias 
latipes メダカ ドデシルベンゼン

スルホン酸 
96.1% C11.7 27176

870 
LC50 
MOR 4 4,500※ － 2.22cm

（0.172g） 
23.3 
-23.5 6.7～7.5 5.1～8.4 

≧60％ ○ 環境省
（2000）  

82 淡
水 
餌生

物 
Chironomus 

riparius 
ドブユス

リカ 

Linear alkyl 
(dodecyl) benzene 
sulfonate 

30.40% C11.8 25155
300 

LC50 
MOR 3 1,000 

-4,700 卵 － 22±1 7.8-8.4 
(用水） 

記載な

し × Pittinger et al. 
(1988) 

公比が 2～4.7で一定で
はなく、毒性値は範囲

で記載 

83 淡
水 
餌生

物 
Chironomus 

riparius 
ドブユス

リカ 同上 同上 同上 同上 NOEC 
EMRG 

約
24 2,400 

ふ化後

72時間
齢 

－ 22±2 
7.8-8.4 
(用水） 

同上 × Pittinger et al. 
(1988) 2濃度区での試験 

84 淡
水 
餌生

物 Dero sp. ウチワミ

ミズ 
Linear alkyl 
benzene sulfonate 記載なし C11.8 

(C10-13) 
42615

292 
LC50 
MOR 2 1,700 － 6.0 mm 21-23 8.1-8.9 >8.4

（>95%) 
× 

Lewis & 
Suprenant(19

83)  

被験物質の純度や不純

物に関する記載がな

く、被験物質濃度が実

測されていない 

85 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 2 1,800 

 -5,600 

ふ化後

24時間
未満 

－  21-23 8.1-8.9 >8.4
（>95%) 

× 
Lewis & 

Suprenant(19
83)  

被験物質の純度や不純

物に関する記載がな

く、被験物質濃度が実

測されていない 

86 淡
水 
餌生

物 
Dugesia sp. ウズムシ

科 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 2 1,800 － 3.4 mm 21-23 8.1-8.9 >8.4

（>95%) 
× 

Lewis & 
Suprenant(19

83)  

被験物質の純度や不純

物に関する記載がな

く、被験物質濃度実測

されていない 
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番

号 
水

域 
生物

分類 生物種 生物分類 

被験物質 
エンド

ポイン

ト 

暴

露

期

間 
(日) 

毒性値 
（µg/L） 

成長段階 

水温 
（℃） 

pH DO 
(mg/L) 

水

質

目

標

値 

出典 主な除外理由 
名称 純度等 

被験物

質の鎖

長等 

CAS
参考 年齢 体長等 

87 淡
水 
餌生

物 
Gammarus 

sp. 
ヨコエビ

属 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 2 3,300 － 4.3 mm 21-23 8.1-8.9 >8.4

（>95%) 
× 

Lewis & 
Suprenant(19

83)  

被験物質の純度や不純

物に関する記載がな

く、被験物質濃度実測

されていない 

88 淡
水 
餌生

物 

Paratanytars
us 

parthenogene
ticus 

ニセヒゲ

ユスリカ

属 
同上 同上 同上 同上 LC50 

MOR 2 23,000 － 3.6 mm 21-23 8.1-8.9 >8.4
（>95%) 

× 
Lewis & 

Suprenant(19
83)  

被験物質の純度や不純

物に関する記載がな

く、被験物質濃度実測

されていない 

89 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 
LAS 記載なし C13.3 

(C10-14) 
42615

292 

NOEC  
MOR/R
EP 

21 570 

生後 12
時間未

満の仔

虫 

－ 21±1 7.4±0.2 8.5±9.5  × Maki(1979) 被験物質の純度や不純
物に関する記載がない 

90 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 同上 記載なし C11.8 
(C10-14) 同上 

NOEC 
MOR/R
EP 

21 1,180 

生後 12
時間未

満の仔

虫 

－ 21±1 7.4±0.2 8.5±9.5  × Maki(1979) 被験物質の純度や不純
物に関する記載がない 

91 淡
水 
魚介

類 
Ambassis 

commersonii スズキ目 Linear alkyl 
benzene sulfonate 記載なし 記載な

し 
42615

292 
LC50 
MOR 2 500 －  平均

20.56mm 22±2 7.8±0.2 記載な
し × 

Shanmukhap
pa et 

al.(1988) 

被験物質の組成比、平

均鎖長、純度等が記載

されていない。 

92 淡
水 
餌生

物 Aedes aegypti ネッタイ
シマカ 

Linear alkyl 
benzene sulphate 

16.4 % LAS 
358(average 

molecula 
weight) 

C10-15 42615
292 

LC50 
MOR 1 2,000 2-3stage 

larvae － 25 記載な

し 
記載な

し × Van Emden 
et al.(1974) 

被験物質の成分

（C10-15)が不適 

93 淡
水 
餌生

物 Aedes aegypti ネッタイ
シマカ 

Linear alkyl 
benzene sulphate 

26.8 % LAS 
345(average 

molecula 
weight) 

C10-13 42615
292 

LC50 
MOR 1 6,000 2-3stage 

larvae － 25 同上 同上 × Van Emden 
et al.(1974) 

被験物質の純度や不純

物に関する記載がな

く、試験条件も水温以

外は記載されていない 

94 淡
水 
餌生

物 

Gammarus 
pseudolimnae

us 

ヨコエビ

属 
Linear alkylate 
sulfonate 

14%、その他
成分記載有

り 

記載な

し 
42615

292 
EC50 
IMM 4 6,900 記載な

し 記載なし 15±1 7.2-8.2 7.4-10.4 × Arthur(1970) 

有効成分 14%と小さ
く、他の成分がアルコ

ールエトキシレート酸

化物の濃縮液等が含ま

れている 

95 淡
水 
餌生

物 

Gammarus 
pseudolimnae

us 

ヨコエビ

属 同上 同上 同上 同上 EC50 
IMM 4 7,400 記載な

し 記載なし 15±1 7.2-8.2 7.4-10.4 × Arthur(1970) 

有効成分 14%と小さ
く、他の成分がアルコ

ールエトキシレート酸

化物の濃縮液等が含ま

れている 

96 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 
Tetrapropylene 
benzyl sulfonate 

Analytical 
grade C12 11067

815 
EC50 
IMM 2 4,000 

ふ化後

6-24時
間 

－  20.5 7.8-7.9 92-100
% × Berglind & 

Dave(1984) 

濃度区数や用量反応、

実測等に関する記載な

し 

97 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 同上 同上 同上 同上 EC50 
IMM 2 7,100 

ふ化後

6-24時
間 

－  20.5 8.4-8.5 92-100
% × Berglind & 

Dave(1984) 

濃度区数や用量反応、

実測等に関する記載な

し 
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番

号 
水

域 
生物

分類 生物種 生物分類 

被験物質 
エンド

ポイン

ト 

暴

露

期

間 
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（℃） 
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名称 純度等 

被験物

質の鎖

長等 

CAS
参考 年齢 体長等 

98 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 同上 同上 同上 同上 EC50 
IMM 1 8,500 

ふ化後

6-24時
間 

－ 20.5 7.8-7.9 92-100
% × Berglind & 

Dave(1984) 96と同一試験 

99 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 同上 同上 同上 同上 EC50 
IMM 1 8,700 

ふ化後

6-24時
間 

－ 20.5 8.4-8.5 92-100
% × Berglind & 

Dave(1984) 97と同一試験 

100 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 
Linear alkyl 
benzene sulfonate 記載なし C12 42615

292 
EC50 
IMM 2 4,800 

ふ化後

24時間
未満 

－ 
21.3
±0.9 7.4-7.8 7.6±2 × Lewis (1983) 被験物質の純度や不純

物に関する記載がない 

101 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 
Linear alkyl benzene 
sulfonate 

42.4 % LAS、
2.1%キシレ
ンスルホン

酸ナトリウ

ム、1.4%アル
キルベンゼ

ン 

C8-14
（C8:<1
,C9:16.5
,C10:23,
C11:20,
C12:18,
C13:16,
C14:6.5) 

42615
292 

EC50 
REP 21 >10,000 1日令 － 19±1 記載な

し 
記載な

し × Canton & 
Slooff(1982) 

被験物質の成分比が不

適、ばく露期間が不適 

102 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 同上 同上 同上 同上 NOEC 
MOR 21 10,000 1日令 － 19±1 同上 同上 × Canton & 

Slooff(1982) 同上 

103 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 同上 同上 同上 同上 NOEC 
REP 21 ≧10,000 1日令 － 19±1 同上 同上 × Canton & 

Slooff(1982) 同上 

104 淡
水 
餌生

物 
Chlorella 
vulgaris 

クロレラ

属（緑藻） 同上 同上 同上 同上 EC50 
GRO 4 18,000 

 -32,000 
対数増

殖期 
50,000 

CELLS/mL 22±2 同上 同上 × Canton & 
Slooff(1982) 同上 

105 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 2 18,000 

 -32,000 1日令 － 19±1 同上 同上 × Canton & 
Slooff(1982) 同上 

106 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 21 18,000 1日令 － 19±1 同上 同上 × Canton & 

Slooff(1982) ばく露期間が不適 

107 淡
水 
餌生

物 
Anacystis 

aeruginosa 藍藻 同上 同上 同上 同上 EC50 
GRO 4 32,000 

 -56,000 
対数増

殖期 
100,000 

CELLS/mL 23±2 同上 同上 × Canton & 
Slooff(1982) 

被験物質の成分比が不

適、ばく露期間が不適 

108 淡
水 
餌生

物 Aedes aegypti ネッタイ
シマカ 同上 同上 同上 同上 LC50 

MOR 2 56,000 
-100,000 3-4日令 － 23±2 同上 同上 × Canton & 

Slooff(1982) 
被験物質の成分比が不

適、ばく露期間が不適 

109 淡
水 
餌生

物 
Lymnaea 
vulgaris 

モノアラ

ガイ属 

Linear alkyl benzene 
sulfonate (acid 
slurry) 

acid slurry, 
crude form 

記載な

し 
42615

292 
LC50 
MOR 2 60 記載な

し 記載なし 25±0  6.50 
-8.68 6.8-7.5 × Lal et 

al.(1983) 

被験物質の組成比、平

均鎖長が記載されてい

ない。 

110 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 2 13 記載な

し  記載なし 25±0  6.50 
-8.68 6.8-7.5 × Lal et 

al.(1983) 

被験物質の組成比、平

均鎖長が記載されてお

らず、対照区の死亡が

48時間で 20%を超えて
いる（図から） 

111 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 
Tetrapropylene 
benzene sulfonate ≧99 % PU C12 11067

815 
LOEC 
(自然増加率) 

21 5,600 
ふ化後

0-24時
間 

－  
20±
0.5 
（室内） 

8.1±0.1
（用水） 

記載な

し × Van Leeuwen 
et al.(1987) 

LOECのみ算出されて
いる 
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番

号 
水

域 
生物

分類 生物種 生物分類 

被験物質 
エンド

ポイン

ト 

暴

露

期

間 
(日) 

毒性値 
（µg/L） 

成長段階 

水温 
（℃） 

pH DO 
(mg/L) 

水

質

目

標

値 

出典 主な除外理由 
名称 純度等 

被験物

質の鎖

長等 

CAS
参考 年齢 体長等 

112 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 同上 同上 同上 同上 EC50 収量
（個体数） 

<1.5 8,300 記載な
し － 

20±
0.5 
（室内） 

8.1±0.1
（用水） 

記載な

し × Van Leeuwen 
et al.(1987) ばく露期間が不適 

113 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 同上 同上 同上 同上 LOEC 
MOR 21 10,000 

ふ化後
0-24 
時間 

－ 
20±
0.5 
（室内） 

8.1±0.1
（試験用水） 

同上 × Van Leeuwen 
et al.(1987) 

最高濃度区（10mg/L）
での影響の程度が不明 

114 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 同上 同上 同上 同上 LOEC 
殻長 21 >10,000 

ふ化後
0-24 
時間 

－ 
20±
0.5 
（室内） 

8.1±0.1
（試験用水） 

同上 × Van Leeuwen 
et al.(1987) 

最高濃度（10mg/L）に
おいて影響が見られな

い 

115 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 21 11,000 

ふ化後
0-24 
時間 

－ 
20±
0.5 
（室内） 

8.1±0.1
（試験用水） 

記載な

し × Van Leeuwen 
et al.(1987) ばく露期間が不適 

116 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 
Linear alkyl benzene 
sulfonate 

technical 
grade C11 42615

292 
EC50 
IMM 2 2,200 

ふ化後
24-48 
時間 

－ 22 
(21-24) 7-8.4 3.9-9.8 × Barera & 

Adams(1983) 

被験物質の成分比、純

度等の記載がなく、成

長段階、DOが不適 

117 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 同上 同上 同上 同上 EC50 
IMM 2 2,300 

ふ化後

24時間
以内 

－ 22 
(21-24) 7-8.4 3.9-9.8 × Barera & 

Adams(1983) 

被験物質の成分比、純

度等の記載がなく、DO
が不適 

118 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 同上 同上 同上 同上 EC50 
IMM 2 2,600 

ふ化後 
6時間以
内 

－ 22 
(21-24) 7-8.4 3.9-9.8 × Barera & 

Adams(1983) 

被験物質の成分比、純

度等の記載がなく、DO
が不適 

119 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 同上 同上 同上 同上 EC50 
IMM 2 3,100 

ふ化後
96-120
時間 

－ 22 
(21-24) 7-8.4 3.9-9.8 × Barera & 

Adams(1983) 

被験物質の成分比、純

度等の記載がなく、成

長段階、DOが不適 

120 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 同上 同上 同上 同上 EC50 
IMM 2 4,100 

ふ化後
72-96 
時間 

－ 22 
(21-24) 7-8.4 3.9-9.8 × Barera & 

Adams(1983) 

被験物質の成分比、純

度等の記載がなく、成

長段階、DOが不適 

121 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 同上 同上 同上 同上 EC50 
IMM 2 10,100 

ふ化後
196-216
時間 

－ 22 
(21-24) 7-8.4 3.9-9.8 × Barera & 

Adams(1983) 

被験物質の成分比、純

度等の記載がなく、成

長段階、DOが不適 

122 淡
水 
餌生

物 Lemna minor コウキク
サ 

Linear alkyl benzene 
sulfonate 27.3%. C11.8 42615

292 

EC50(葉状

体数)  

GRO 
7 2,700 

2枚から
なる葉

状体 
－ 21-23 7.2-7.6 

（希釈水） 
8.5  
（希釈水） 

× Bishop & 
Perry (1981) ばく露期間が不適 

123 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 2 4,400 記載な

し 記載なし 記載
なし 

7.2-7.6 
（希釈水） 

8.5（希釈水） × Bishop & 
Perry (1981) 

被験物質の不純物に関

する記載がなく、コウ

キクサ試験の比較とし

て記載されており、

EPA660/3-75-009に準
拠しているが他の情報

はほとんどない。 
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番

号 
水

域 
生物

分類 生物種 生物分類 

被験物質 
エンド

ポイン

ト 

暴

露

期

間 
(日) 

毒性値 
（µg/L） 

成長段階 

水温 
（℃） 

pH DO 
(mg/L) 

水

質

目

標

値 

出典 主な除外理由 
名称 純度等 

被験物

質の鎖

長等 

CAS
参考 年齢 体長等 

124 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 
Linear alkyl 
sulfonate 

Reagent 
grade C11.8 42615

292 
EC50 
IMM 2 33,000 

ふ化後

24時間
齢未満 

－ 20 記載な

し 
記載な

し × Janssen et 
al.(1993) 

被験物質の純度、不純

物等が記載されておら

ず、試験条件等が不明

（OECDの試験法に準
じているが、内容は記

載されていない。） 

125 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 
Linear alkyl 
sulfonate 

Reagent 
grade C11,18 42615

292 
EC50 
IMM 1 49,000 

ふ化後

24時間
齢未満 

－ 20 同上 同上 × Janssen et 
al.(1993) 126と同一試験 

126 淡
水 
餌生

物 
Ceriodaphnia 

dubia 

ニセネコ

ゼミジン

コ 

Linear alkyl benzene 
sulfonate 記載なし C11.8 42615

292 
MATC 
REP 7 <320 

ふ化後

24時間
以内 

－ 記載

なし 
7.8-8.2 
(用水） 8.9(用水） × Masters et 

al.(1991) 

被験物質の純度、不純

物等が記載いない（毎

日換水されているが、

被験物質濃度は実測さ

れていない）。 

127 淡
水 
餌生

物 
Ceriodaphnia 

dubia 

ニセネコ

ゼミジン

コ 
同上 同上 同上 同上 MATC 

REP 4 870 ふ化後

72時間 － 記載

なし 
7.8-8.2 
(用水） 

8.9(用水） × Masters et 
al.(1991) 

ばく露期間、成長段階

が不適 

128 淡
水 
餌生

物 
Ceriodaphnia 

dubia 

ニセネコ

ゼミジン

コ 
同上 同上 同上 同上 MATC 

REP 7 890 
ふ化後

24時間
以内 

－ 記載

なし 
7.8-8.2 
(用水） 

8.9(用水） × Masters et 
al.(1991) 

被験物質の純度、不純

物等が記載いない（毎

日換水されているが、

被験物質濃度は実測さ

れていない）。 

129 淡
水 
餌生

物 
Ceriodaphnia 

dubia 

ニセネコ

ゼミジン

コ 
同上 同上 同上 同上 MATC 

REP 4 1,800 ふ化後
72時間 － 記載

なし 
7.8-8.2 
(用水） 

8.9(用水） × Masters et 
al.(1991) 

ばく露期間、成長段階

が不適 

130 淡
水 
餌生

物 
Ceriodaphnia 

dubia 

ニセネコ

ゼミジン

コ 
同上 同上 同上 同上 MATC 

MOR 4 1,800 ふ化後
72時間 － 記載

なし 
7.8-8.2 
(用水） 

8.9(用水） × Masters et 
al.(1991) 

ばく露期間、成長段階

が不適 

131 淡
水 
餌生

物 
Ceriodaphnia 

dubia 

ニセネコ

ゼミジン

コ 
同上 同上 同上 同上 MATC 

MOR 4 1,800 ふ化後
72時間 － 記載

なし 
7.8-8.2 
(用水） 

8.9(用水） × Masters et 
al.(1991) 

ばく露期間、成長段階

が不適 

132 淡
水 
餌生

物 
Ceriodaphnia 

dubia 

ニセネコ

ゼミジン

コ 
同上 同上 同上 同上 MATC 

MOR 7 1,800 
ふ化後

24時間
以内 

－ 記載

なし 
7.8-8.2 
(用水） 

8.9(用水） × Masters et 
al.(1991) 

被験物質の純度、不純

物等が記載いない（毎

日換水されているが、

被験物質濃度は実測さ

れていない）。 

133 淡
水 
餌生

物 
Ceriodaphnia 

dubia 

ニセネコ

ゼミジン

コ 
同上 同上 同上 同上 MATC 

MOR 7 1,800 
ふ化後

24時間
以内 

－ 記載

なし 
7.8-8.2 
(用水） 

8.9(用水） × Masters et 
al.(1991) 

被験物質の純度、不純

物等が記載いない（毎

日換水されているが、

被験物質濃度は実測さ

れていない）。 

134 淡
水 
餌生

物 
Limnodrilus 
hoffmeisteri 

イトミミ

ズ科 
Linear alkyl benzene 
sulfonate 記載なし 記載な

し 
42615

292 

LC50 

（底質なし） 
MOR 

4 約 2,000 記載な
し  記載なし 10 8 8 × Bressan et 

al.(1989) 
被験物質の成分比、純

度等の記載がない 
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番

号 
水

域 
生物

分類 生物種 生物分類 

被験物質 
エンド

ポイン

ト 

暴

露

期

間 
(日) 

毒性値 
（µg/L） 

成長段階 

水温 
（℃） 

pH DO 
(mg/L) 

水

質

目

標

値 

出典 主な除外理由 
名称 純度等 

被験物

質の鎖

長等 

CAS
参考 年齢 体長等 

135 淡
水 
餌生

物 
Branchiura 
sowerbyi 

エラミミ

ズ 同上 同上 同上 同上 
LC50 

（底質なし） 
MOR 

4 4,000 
 -5,000 

記載な

し  記載なし 
10 8 8 × Bressan et 

al.(1989) 
被験物質の成分比、純

度等の記載がない 

136 淡
水 
餌生

物 
Limnodrilus 
hoffmeisteri 

イトミミ

ズ科 同上 同上 同上 同上 
LC50 

（底質あり） 
MOR 

4 7,000 
 -8,000 同上 同上 10 8 8 × Bressan et 

al.(1989) 

被験物質の成分比、純

度等の記載がなく、試

験には底質が含まれて

いる 

137 淡
水 
餌生

物 
Branchiura 
sowerbyi 

エラミミ

ズ 同上 同上 同上 同上 
LC50 

（底質あり） 
MOR 

4 10,000 
-11,000 同上 同上 10 8 8 × Bressan et 

al.(1989) 

被験物質の成分比、純

度等の記載がなく、試

験には底質が含まれて

いる 

138 淡
水 
餌生

物 
Unio 

elongatulus 
イシガイ

属 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 4 182,500 同上 同上 18±1  8.0±0.1   × Bressan et 

al.(1989) 
被験物質の成分比、純

度等の記載がない 

139 淡
水 
餌生

物 
Anodonta 

cygnea 
シラトリ

ドブガイ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 4 200,000 同上 同上 18±1  8.0±0.1 記載な

し × Bressan et 
al.(1989) 

被験物質の成分比、純

度等の記載がない 

140 淡
水 
餌生

物 
Brachionus 
calyciflorus 

ツボワム

シ 

Linear alkyl benzene 
sulfonate, 
sodium salt 

92.3%, C12.3 25155
300 

EC20 
REP 2 1,400 

ふ化直

後（3時間未

満齢） 
－ 25±2 8.6 

（試験用水） 
8.5 × Versteeg et 

al.(1997) 
エンドポイント、影響

内容（繁殖）が不適 

141 淡
水 
餌生

物 
Brachionus 
calyciflorus 

ツボワム

シ 同上 同上 同上 同上 EC50 
REP 2 2,000 

ふ化直

後（3時間未

満齢） 
－ 25±2 8.6 

（試験用水） 
8.5 × Versteeg et 

al.(1997) 
影響内容（繁殖）が不

適 

142 淡
水 
餌生

物 Dunaliella sp 緑藻類 Linear dodecyl 
benzene sulfonate >99.0% C12 25155

300 
EC50 
GCL 1 3,300 指数増

殖期 － 20±1 記載な
し － × Utsunomiya 

et al.(1997) 

ばく露期間、影響内容

（グリセロール量）が

不適 

143 淡
水 
餌生

物 
Chlorella 

pyrenoidosa 
クロレラ

属（緑藻） 同上 同上 同上 同上 
EC50 
GRO(A
UG) 

4 29,000 指数増
殖期 － 24±2 同上 － × Utsunomiya 

et al.(1997) 

ばく露期間が不適。面

積法を用いて毒性値を

算出している。 

144 淡
水 
餌生

物 

Phaeodactylu
m 

tricornutum 

フナガタ

ケイソウ

目（珪藻） 

ドデシルベンゼン

スルホン酸ナトリ

ウム  
記載なし 記載な

し 
25155

300 
EC50 
POP 4 1,900 指数増

殖期  － 20±1 記載な
し － × Aidar et 

al.(1997) 

被験物質の純度、不純

物等に関する記載がな

い 

145 淡
水 
餌生

物 
Brachionus 
calyciflorus 

ツボワム

シ 
Sodium dodecyl 
benzene sulfonate 記載なし C12 25155

300 
NOEC 
REP 2 2,500 

ふ化後 
2時間未
満 

－ 25 7.5 記載な

し × Radix et 
al.(1999) 

被験物質の純度、不純

物等に関する記載がな

い 

146 淡
水 
餌生

物 
Ceriodaphnia 

cf. dubia 

ニセネコ

ゼミジン

コ類 

Sodium alkyl 
benzene sulfonate 記載なし C12-13 42615

292 
EC50 
IMM 2 3,240 

ふ化後

24時間
以内 

－ 23±1 記載な
し 

記載な

し × 
Warne & 
Schifko 
(1999) 

被験物質の純度、不純

物等が記載されていな

い 

147 淡
水 
餌生

物 
Ceriodaphnia 

cf. dubia 

ニセネコ

ゼミジン

コ類 

Dodecyl benzene 
sulfonic acid 記載なし C10-13 68584

225 
EC50 
IMM 2 5,650 

ふ化後

24時間
以内 

－ 23±1 同上 同上 × 
Warne & 
Schifko 
(1999) 

被験物質の純度、不純

物等が記載されていな

い 

148 淡
水 
餌生

物 
Ceriodaphnia 

cf. dubia 

ニセネコ

ゼミジン

コ類 

Sodium dodecyl 
benzene sulfonate 記載なし C10-13 68018

812 
EC50 
IMM 2 5,960 

ふ化後

24時間
以内 

－ 23±1 同上 同上 × 
Warne & 
Schifko 
(1999) 

被験物質の純度、不純

物等が記載されていな

い 
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番

号 
水

域 
生物

分類 生物種 生物分類 

被験物質 
エンド

ポイン

ト 

暴

露

期

間 
(日) 

毒性値 
（µg/L） 

成長段階 

水温 
（℃） 

pH DO 
(mg/L) 

水

質

目

標

値 

出典 主な除外理由 
名称 純度等 

被験物

質の鎖

長等 

CAS
参考 年齢 体長等 

149 淡
水 
餌生

物 
Ceriodaphnia 

cf. dubia 

ニセネコ

ゼミジン

コ類 

Sodium dodecyl 
benzene sulfonate 記載なし C12 25155

300 
EC50 
IMM 2 7,810 

ふ化後

24時間
未満 

－ 23±1 同上 同上 × 
Warne & 
Schifko 
(1999) 

被験物質の純度、不純

物等が記載されていな

い 

150 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 

pulex ミジンコ Linear alkyl benzene 
sulfonate 記載なし C10 42615

292 
LC50 
MOR 2 29,550 

ふ化後

24時間
以内 

－ 21±1 7.4±0.2 8.5-9.5 × 
Maki & 
Bishop 
(1979) 

同族体毎に試験が実施

されているが、被験物

質の純度や精製法等の

記載がない 

151 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 同上 同上 C11 同上 LC50 
MOR 2 21,150 

ふ化後

24時間
以内 

－ 21±1 7.4±0.2 8.5-9.5 × 
Maki & 
Bishop 
(1979) 

同族体毎に試験が実施

されているが、被験物

質の純度や精製法等の

記載がない 

152 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 同上 同上 C12 同上 LC50 
MOR 2 5,880 

ふ化後

24時間
以内 

－ 21±1 7.4±0.2 8.5-9.5 × 
Maki & 
Bishop 
(1979) 

同族体毎に試験が実施

されているが、被験物

質の純度や精製法等の

記載がない 

153 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 同上 同上 C13 同上 LC50 
MOR 2 2,630 

ふ化後

24時間
以内 

－ 21±1 7.4±0.2 8.5-9.5 × 
Maki & 
Bishop 
(1979) 

同族体毎に試験が実施

されているが、被験物

質の純度や精製法等の

記載がない 

154 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 同上 同上 C14 同上 LC50 
MOR 2 680 

ふ化後

24時間
以内 

－ 21±1 7.4±0.2 8.5-9.5 × 
Maki & 
Bishop 
(1979) 

同族体毎に試験が実施

されているが、被験物

質の純度や精製法等の

記載がない 

155 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 同上 同上 C12 同上 LC50 
MOR 2 6,840 

ふ化後

24時間
以内 

－ 21±1 7.4±0.2 8.5-9.5 × 
Maki & 
Bishop 
(1979) 

被験物質の純度や不純

物等の記載がない 

156 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 
Linear alkyl benzene 
sulfonate 

C10 9.5%, 
C11 29.2%, 
C12 37.7%, 
C13 19.0%, 

C14 4.9%,ア
ルキル鎖長

11.8 

C11.8 
(C10-14) 

25155
300 

LC50 
MOR 
【硬度 340】 

2 2,710 
ふ化後

24±12
時間  

－ 21±1  7.8-8.4 8.0-8.7  × Lewis & 
Perry (1981) 成長段階が不適 

157 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 
Linear alkyl benzene 
sulfonate 

C10 9.5%, 
C11 29.2%, 
C12 37.7%, 
C13 19.0%, 

C14 4.9%,ア
ルキル鎖長

11.8 

C11.8 
(C10-14) 

25155
300 

LC50 
MOR 
【硬度 181】 

2 2,970 
ふ化後

24±12
時間  

－ 21±1  7.8-8.4 8.0-8.7   × Lewis & 
Perry (1981) 成長段階が不適 
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番

号 
水

域 
生物

分類 生物種 生物分類 

被験物質 
エンド

ポイン

ト 

暴

露

期

間 
(日) 

毒性値 
（µg/L） 

成長段階 

水温 
（℃） 

pH DO 
(mg/L) 

水

質

目

標

値 

出典 主な除外理由 
名称 純度等 

被験物

質の鎖

長等 

CAS
参考 年齢 体長等 

158 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 
Linear alkyl benzene 
sulfonate 

C10 9.5%, 
C11 29.2%, 
C12 37.7%, 
C13 19.0%, 

C14 4.9%,ア
ルキル鎖長

11.8 

C11.8 
(C10-14) 

25155
300 

LC50 
MOR 
【硬度 35】 

2 5,630 
ふ化後

24±12
時間  

－ 21±1  7.8-8.4 8.0-8.7   × Lewis & 
Perry (1981) 成長段階が不適 

159 淡
水 
餌生

物 

Pseudokirchn
eriella 

subcapitata 
緑藻 Sodium dodecyl 

benzene sulfonate 記載なし C12 25155
300 

NOEC 
GRO 3 1,000 対数増

殖期 － 23 記載な

し － × Radix et 
al.(2000) 

被験物質の純度、不純

物等が記載されていな

い 

160 淡
水 
餌生

物 
Brachionus 
calyciflorus 

ツボワム

シ 同上 同上 同上 同上 NOEC 
REP 2 2,500 ふ化後

2-3時間 － 25 同上 － × Radix et 
al.(2000) 

被験物質の純度、不純

物等が記載されていな

い 

161 淡
水 
餌生

物 

Pseudokirchn
eriella 

subcapitata 
緑藻 同上 同上 同上 同上 EC50 

CHL 
5時
間 

36,200 対数増
殖期 － 23 同上 － × Radix et 

al.(2000) ばく露期間が不適 

162 淡
水 
餌生

物 

Pseudokirchn
eriella 

subcapitata 
緑藻 同上 同上 同上 同上 EC50 

GRO 3 103,000 対数増
殖期 － 23 同上 － × Radix et 

al.(2000) 

被験物質の純度、不純

物等が記載されていな

い 

163 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 
Linear alkyl benzene 
sulfonate 

C10, 5%,C11, 
27%,C12, 
53%,C13, 

13%,2-フェ
ニル, 23%,平
均 C鎖長, 

11.8 

C11.8 
(C10-13) 

25155
300 

NOEC  
MOR/ 
REP 

21 > 630 第 1齢
幼体 － 23-24 7.5-8 記載な

し × Swisher et 
al.(1976) 

濃度区数、設定濃度な

ど毒性値の算出に関す

る情報が記載されてい

ない 

164 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 1 6,900 第 1齢

幼体 － 23-24 7.5-8 同上 × Swisher et 
al.(1976) 

濃度区数、設定濃度な

ど毒性値の算出に関す

る情報が記載されてい

ない 

165 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 

直鎖型アルキルベ

ンゼンスルホン酸

ナトリウム 

23.36％（日
本石鹸洗剤

工業会より

提供） 

C10-13 42615
292 

LC50 
MOR 21 141 

ふ化後

24時間
以内 

－ 20±1 7.58 
-8.08 

8.4-9.6(
80%以
上) 

× 化学品検査
協会 (1985a) 

被験物質の不純物が記

載されておらず、ばく

露期間が不適 

166 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 同上 同上 同上 同上 LOEC 
REP 21 1,430 

ふ化後

24時間
以内 

－ 20±1 7.58 
-8.08 

8.4-9.6(
80%以
上) 

× 化学品検査
協会 (1985a) 

被験物質の不純物が記

載されておらず、エン

ドポイントが不適 

167 淡
水 
餌生

物 
Neocardina 
denticulata 

ミナミヌ

マエビ 

直鎖アルキルベン

ゼンスルホン酸ナ

トリウム 

23.36%水溶
液(その他の
成分：

Na2SO4, 
0.8%、石油エ
ーテル可溶

分, 0.3%) 

C10-13 42615
292 

LC50 
MOR 4 6,480 稚エビ

（18日齢） 
－ 20±2 

7.84 
-7.95 

(試験終了時) 

8.4-8.6 
(試験終了時) 

× 化学品検査
協会 (1987) 

同じ被験物質を用いた

試験を実施することが

できず、再現性を確認

できない。 
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番

号 
水

域 
生物

分類 生物種 生物分類 

被験物質 
エンド

ポイン

ト 

暴

露

期

間 
(日) 

毒性値 
（µg/L） 

成長段階 

水温 
（℃） 

pH DO 
(mg/L) 

水

質

目

標

値 

出典 主な除外理由 
名称 純度等 

被験物

質の鎖

長等 

CAS
参考 年齢 体長等 

168 淡
水 
餌生

物 
Neocardina 
denticulata 

ミナミヌ

マエビ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 2 12,900 稚エビ

（18日齢） 
－ 20±2 

7.84 
-7.95 

(試験終了時) 

8.4-8.6 
(試験終了時) 

× 化学品検査
協会 (1987) 167と同一試験 

169 淡
水 
餌生

物 
Neocardina 
denticulata 

ミナミヌ

マエビ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 4 27,900 親エビ － 20±2 

7.40 
-7.52 

(試験終了時) 

7.1-7.8 
(試験終了時) 

× 化学品検査
協会 (1987) 

親エビを用いており、

成長段階が不適 

170 淡
水 
餌生

物 
Neocardina 
denticulata 

ミナミヌ

マエビ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 2 39,300 親エビ － 20±2 

7.40 
-7.52 

(試験終了時) 

7.1-7.8 
(試験終了時) 

× 化学品検査
協会 (1987) 169と同一試験 

171 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 
ドデシルベンゼン

スルホン酸 96.1% C11.7 27176
870 

NOEC 
REP 21 3,300※ 

ふ化後

24時間
以内 

－ 20.0 
-20.4 7.4～8.5 7.5～8.8 

≧60％ ○ 環境省
（2000）  

172 淡
水 
餌生

物 
Daphnia 
magna 

オオミジ

ンコ 同上 同上 同上 同上 EC50 
IMM 2 3,400※ 

ふ化後

24時間
以内 

－ 20.4 
-20.5 7.6～8.0 7.9～8.8 

≧60％ ○ 環境省
（2000）  

173 淡
水 
餌生

物 

Pseudokirchn
eriella 

subcapitata 
緑藻 ドデシルベンゼン

スルホン酸 
96.1% C11.7 27176

870 

NOEC 
GRO(R
ATE) 

3 5,000※ 対数増
殖期 － 23.2 

-23.8 
72h: 
8.0-10.0 － ○ 環境省

（2000） 
 

174 淡
水 
餌生

物 

Pseudokirchn
eriella 

subcapitata 
緑藻 同上 同上 同上 同上 

EC50 
GRO(R
ATE) 

3 >50,000 対数増
殖期 － 23.2 

-23.8 
72h：
8.0-10.0 － × 環境省

（2000） 

同一試験で NOECが算
出されているため用い

ない。 

175 海
水 
魚介

類 
Penaeus 

merguiensis 

テンジク

クルマエ

ビ 

Linear alkyl benzene 
sulfonate 記載なし 記載な

し 
42615

292 
LC50 
MOR 2 2,550 － 23.0mm, 

30.0 g 22±2 7.8±0.2 記載な
し × Bhat et al. 

(1988) 

被験物質の組成比、平

均鎖長が記載されてい

ない。 

176 海
水 
魚介

類 
Penaeus 
monodon ウシエビ Linear alkyl benzene 

sulfonate 

>99%
（C10:15.9,C
11:38.0,C12:
30.3,C13:15.

9) 

C11.4
（C10-1

3) 

42615
292 

LC50 
MOR 1 60 

4幼生
期：ゾエ

ア期 
－ 28±1 8.1-8.3 5.8-7.3 × Hwang et 

al.(1993) 

給餌しており、被験物

質濃度が実測されてい

ない。 

177 海
水 
魚介

類 
Penaeus 
monodon ウシエビ 同上 同上 同上 同上 LC50 

MOR 2 70 

4幼生
期：ミシ

ス期 
(M2) 

－ 28±1 8.1-8.3 5.8-7.3 × Hwang et 
al.(1993) 

給餌しており、被験物

質濃度が実測されてい

ない。 

178 海
水 
魚介

類 
Penaeus 
monodon ウシエビ 同上 同上 同上 同上 LC50 

MOR 2 1,030 

4幼生
期：ポス

トラー

バ期 

－ 28±1 8.1-8.3 5.8-7.3 × Hwang et 
al.(1993) 

ばく露期間が不適で、

給餌しており、被験物

質濃度が実測されてい

ない。 

179 海
水 
魚介

類 
Terapon 
jarbua コトヒキ Linear alkyl benzene 

sulfonate 記載なし 記載な

し 
42615

292 
LC50 
MOR 1 3,280 － 

37.4- 
56.2 mm, 

0.67-2.12 g 
27-28 7.91 

-7.99 4.1-4.4 × Huang & 
Wang(1994) 

被験物質の成分比等が

記載されておらず、ば

く露期間が不適 

180 海
水 
魚介

類 
Penaeus 

japonicus 

クルマエ

ビ
(Marsupenae
us japonicas) 

Linear alkyl benzene 
sulfonate 

和光純薬工

業製（純度不

明） 
C12 25155

300 
LC50 
MOR 4 4,200 

ポスト

ラーバ

期

（PL33) 

－ 24.5 
-25.0  

7.89 
-8.05 4.2-6.5  × Supriyono et 

al.(1998) 
被験物質濃度が実測さ

れていない。 
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番

号 
水

域 
生物

分類 生物種 生物分類 

被験物質 
エンド

ポイン

ト 

暴

露

期

間 
(日) 

毒性値 
（µg/L） 

成長段階 

水温 
（℃） 

pH DO 
(mg/L) 

水

質

目

標

値 

出典 主な除外理由 
名称 純度等 

被験物

質の鎖

長等 

CAS
参考 年齢 体長等 

181 海
水 
魚介

類 
Mugil 

cephalus ボラ 花王石鹸(株)より提
供 

常法により

精製 
C11.7 25155

300 
LC50 
MOR 4 1,300 － 48.8±

3.5mm 
20.6 
-22.0 
記載な

し 6.5以上 × 若林他
（1984） 

給餌されており、被験

物質濃度が実測されて

いない。 

182 海
水 
魚介

類 
Penaeus 

japonicus 
クルマエ

ビ 

直鎖アルキルベン

ゼンスルホン酸ナ

トリウム 

23.36%水溶
液(その他の
成分：
Na2SO4, 

0.8%、石油エ
ーテル可溶

分, 0.3%) 

C10-13 42615
292 

NOEC 
ふ化率 

30
時

間 
29.1 

受精卵
（受精後

約30分の
2細胞期
胚） 

－ 25±2 
8.14 
-8.16 

(試験終了時) 

6.0-6.2 
(試験終了時) 

× 化学品検査
協会 (1987) ばく露期間が不適 

183 海
水 
魚介

類 
Penaeus 

japonicus 
クルマエ

ビ 同上 同上 同上 同上 NOEC 
MOR 

42
時

間 
193 

ノープ

リウス

(ふ化直
後)幼生 

－ 25±2 8.01 
-8.42 4.4-6.5 × 化学品検査

協会 (1987) ばく露期間が不適 

184 海
水 
魚介

類 
Penaeus 

japonicus 
クルマエ

ビ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 2 366 ゾエア 

1期 － 25±2 8.01 
-8.42 4.4-6.5  × 化学品検査

協会 (1987) 
給餌しており、ばく露

期間が不適 

185 海
水 
魚介

類 
Penaeus 

japonicus 
クルマエ

ビ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 

42
時

間 
570 

ノープ

リウス

(ふ化直
後)幼生 

－ 25±2 8.01 
-8.42 4.4-6.5  × 化学品検査

協会 (1987) 
給餌しており、ばく露

期間が不適 

186 海
水 
魚介

類 
Penaeus 

japonicus 
クルマエ

ビ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 2 560 ゾエア 

2期 － 25±2 8.01 
-8.42 4.4-6.5  × 化学品検査

協会 (1987) 
外挿により毒性値を算

出している 

187 海
水 
魚介

類 
Penaeus 

japonicus 
クルマエ

ビ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 4 737 ミシス － 25±2 8.01 

-8.42 4.4-6.5  × 化学品検査
協会 (1987) 給餌している 

188 海
水 
魚介

類 
Penaeus 

japonicus 
クルマエ

ビ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 4 637 

ポスト

ラーバ 

1日齢 
－ 25±2 8.01 

-8.42 4.4-6.5  × 化学品検査
協会 (1987) 給餌している 

189 海
水 
魚介

類 
Penaeus 

japonicus 
クルマエ

ビ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 1 1,650 ゾエア 3期 － 25±2 8.01 

-8.42 4.4-6.5  × 化学品検査
協会 (1987) 

外挿により毒性値を算

出している 

190 海
水 
魚介

類 
Penaeus 

japonicus 
クルマエ

ビ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 2 1,650 

ポスト

ラーバ 

1日齢 
－ 25±2 8.01 

-8.42 4.4-6.5  × 化学品検査
協会 (1987) 

ばく露期間が不適。給

餌をしている。 

191 海
水 
魚介

類 
Penaeus 

japonicus 
クルマエ

ビ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 4 1,320 

ポスト

ラーバ 

14日齢 
－ 25±2 8.01 

-8.42 4.4-6.5  × 化学品検査
協会 (1987) 給餌している 

192 海
水 
魚介

類 
Penaeus 

japonicus 
クルマエ

ビ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 4 6,240 

ポスト

ラーバ 

45日齢 
－ 25±2 8.01 

-8.42 4.4-6.5  × 化学品検査
協会 (1987) 給餌している 

193 海
水 
餌生

物 

Mytilus 
galloprovinci

alis 
イガイ属 同上 同上 同上 同上 NOEC 

FILT 220 250 幼体 約 1.5cm 18  記載な
し 

記載な

し × Bressan et 
al.(1989) 

被験物質の成分比、純

度等の記載がなく、ば

く露期間が不適｡ 

194 海
水 
餌生

物 

Mytilus 
galloprovinci

alis 
イガイ属 同上 同上 同上 同上 LC50 

MOR 4 1,660 成体 約 5cm 18  同上 同上 × Bressan et 
al.(1989) 

被験物質の成分比、純

度等の記載がない 
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番

号 
水

域 
生物

分類 生物種 生物分類 

被験物質 
エンド

ポイン

ト 

暴

露

期

間 
(日) 

毒性値 
（µg/L） 

成長段階 

水温 
（℃） 

pH DO 
(mg/L) 

水

質

目

標

値 

出典 主な除外理由 
名称 純度等 

被験物

質の鎖

長等 

CAS
参考 年齢 体長等 

195 淡
水 
魚介

類 
Oryzias 
latipes メダカ 

直鎖アルキルベン

ゼンスルホン酸ナ

トリウム（衣料用合

成洗剤試験用試薬） 

100.3％ C11.6 
(C10-13) 

25155
300 

NOEC 
GRO 41 389 胚 

～稚魚 － 23.8 
-24.6 7.6-7.8 7.7-8.4 ○ 環境省(2009)   

196 淡
水 
魚介

類 
Oncorhynchu
s mykiss ニジマス 同上 100.3％ C11.7 

(C10-13) 
25155

300 

NOEC 
MOR/G
RO 

57 150 胚 
～稚魚 － 11.4 

-12.9 7.7-8.0 8.5-10.5 ○ 環境省(2010a)   

197 淡
水 
魚介

類 
Oryzias 
latipes メダカ 同上 100.3％ C11.7 

(C10-13) 
25155

300 
LC50 
MOR 4 7,100 稚魚 全長 3.2cm 22.3 

-22.9 7.6-8.1 6.2-8.3 ○ 環境省(2010b)   

198 淡
水 
魚介

類 
Oncorhynchu
s mykiss ニジマス 同上 100.3％ C11.7 

(C10-13) 
25155

300 
LC50 
MOR 4 3,000 稚魚 全長 5.2cm 14.1 

-15.2 7.7-7.9 9.7-10.3 ○ 環境省(2011a)   

199 海
水 
魚介

類 
Pagrus major マダイ 同上 95% C11.2 

 -12.8 
25155

300 
LC50 
MOR 2 550 

後期 
仔魚期 
（ふ化後

19日） 

7mm 19.9 
-20.7 

8.04 
-8.10 8.4-8.69 ○ 環境省(2011b)   

200 淡
水 
魚介

類 
Corbicula 
japonica 

ヤマトシ

ジミ 同上 100.3％ C11.5 
 -12.1 

25155
300 

LC50 
MOR 2 1,400 D型 

幼生 － 24.6 
-26.3 

7.51 
-8.02 96-99% × 環境省(2011c) 

試験法が確立していな

いこと、別目的で実施

したことから除外 

201 海
水 
魚介

類 

Plecoglossus 
altivelis 
altivelis 

アユ 同上 同上 同上 同上 LC50 
MOR 2 140 

後期 
仔魚期 
（ふ化後

13日） 

－ 17.3 
-18.5 

8.05 
-8.23 85-99% ×

 
環境省
(2011c) 

試験法が確立していな

いこと、別目的で実施

したことから除外 

202 海
水 
魚介

類 Pagrus major マダイ 同上 99.9％ C11.6 
 -12.0 

25155
300 

LC50 
MOR 4 1,300 稚魚 5.2-6cm 20.0 

-20.8 8.0-8.2 6.5-7.3 ○
 

環境省

（2012a）   

203 海
水 
餌生

物 

Skeletonema 
marinoi-dohr
nii complex 

珪藻 同上 100.3％ C11.5 
 -11.9 

25155
300 

NOEC 
GRO(R
ATE) 

3 480 対数増
殖期 － 20.0 

-20.6 7.9-8.0 － ×
 

環境省 
（2012 b） 

塩分 15での試験。日間
の生長速度の変動が小

さい塩分 30の試験結
果を用いた。 

204 海
水 
餌生

物 

Skeletonema 
marinoi-dohr
nii complex 

珪藻 同上 同上 同上 同上 
EC50 
GRO(R
ATE) 

3 840 対数増
殖期 － 20.0 

-20.6 7.9-8.0 － ×
 

環境省 
（2012 b） 

塩分 15での試験。
NOECが算出されてい
るため用いない。 

205 海
水 
餌生

物 

Skeletonema 
marinoi-dohr
nii complex 

珪藻 同上 同上 同上 同上 
NOEC 
GRO(R
ATE) 

3 230 対数増
殖期 － 20.4 

-21.1 8.1-8.5 － ×
 

環境省 
（2012 b） 

塩分 20での試験。塩分
15と同じ理由 

206 海
水 
餌生

物 

Skeletonema 
marinoi-dohr
nii complex 

珪藻 同上 同上 同上 同上 
EC50 
GRO(R
ATE) 

3 700 対数増
殖期 － 20.4 

-21.1 8.1-8.5 － ×
 

環境省 
（2012 b） 

塩分 20での試験NOEC
が算出されているため

用いない。 

207 海
水 
餌生

物 

Skeletonema 
marinoi-dohr
nii complex 

珪藻 同上 同上 同上 同上 
NOEC 
GRO(R
ATE) 

3 210 対数増
殖期 － 20.5 

-21.8 8.0-8.5 － ○
 

環境省 
（2012 b）  

208 海
水 
餌生

物 

Skeletonema 
marinoi-dohr
nii complex 

珪藻 同上 同上 同上 同上 
EC50 
GRO(R
ATE) 

3 650 対数増
殖期 － 20.5 

-21.8 8.0-8.5 － ×
 

環境省

（2012b） 

同一試験で NOECが算
出されているため用い

ない。 
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番

号 
水

域 
生物

分類 生物種 生物分類 

被験物質 
エンド

ポイン

ト 

暴

露

期

間 
(日) 

毒性値 
（µg/L） 

成長段階 

水温 
（℃） 

pH DO 
(mg/L) 

水

質

目

標

値 

出典 主な除外理由 
名称 純度等 

被験物

質の鎖

長等 

CAS
参考 年齢 体長等 

209 海
水 
餌生

物 
Tigriapus 
japonicus 

シオダマ

リミジン

コ 
同上 100.30% C11.8 

 -11.9 
25155

300 
LC50 
MOR 2 420 

コペポ

ダイト

変態後 
1～2日 

－ 21.1 
-21.7 

7.64 
-7.95 

8.45 
-9.63 × 環境省(2011c) 

初期実測濃度の減少が

大きく、設定濃度の信

頼性の確認ができない

ため 

【エンドポイント】EC50 (Median Effective Concentration) : 半数影響濃度、LC50 (Median Lethal Concentration) : 半数致死濃度、LOEC（Low Observed Effect Concentration) : 最小影響濃度、
MATC（Maximum Allowable. Toxic Concentration）:最大許容濃度、NOEC (No Observed Effect Concentration) : 無影響濃度 

【影響内容】CHL（Chlorophyll）:クロロフィル量、DVP（Developmental changes）:発育・発達、EMGC（Emergence ）:羽化、FLTR（Filtration rate）:ろ過率、GCL: グリセロール量、
GRO (Growth) : 生長（植物）、成長（動物）、IMM (Immobilization) : 遊泳阻害、MOR (Mortality) : 死亡、POP（Population changes）:群集変化、REP(Reproduction) : 繁殖、再生
産、（AUG）:面積法を用いた藻類生長阻害、（RATE）:速度法を用いた藻類生長阻害 

【水質目標値】の欄は、「水質目標値導出に用いることができる毒性値」である場合○、そうでない場合× 
※原著での毒性値を記載。目標値導出においては、被験物質の純度を補正し、Na塩換算を行っている。 
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4-t-オクチルフェノール（4(1,1,3,3-テトラメチルブチル)フェノール）の 

水質目標値の導出根拠 

参考資料「（参考４）毒性値の信頼性評価について」に従い信頼性が確認された毒性値を基に

4-t-オクチルフェノールの水生生物保全に係る水質目標値の導出根拠を取りまとめた。なお、本
報告書の文中及び表中の（ ）内の数字は出典番号を示している。 

１．国内外における水質目標値策定等の動向 

（１）国内外における水生生物に関する目標値等の設定状況 

国内外における 4-t-オクチルフェノールの水生生物に関する目標値等の設定状況を表１に整
理した。 

英国及びドイツでは、我が国の水生生物保全のための水質環境基準に相当する水質目標値が策

定されている。英国ではオクチルフェノールでの水質目標値とされているが、陸水の表層水にお

いて年平均値として 0.1µg/L、その他の水域での年平均値として 0.01µg/Lが策定されている。ま
た、ドイツでは水枠組み指令化学物質ステータスの優先物質での環境基準値として淡水域平均値

0.1µg/L、沿岸域等 0.01µg/Lとされている。 

表１ 水生生物保全関連の水質目標値等（4-t-オクチルフェノール） 

対象国 担当機関 水質目標値名 水質目標値 
（µg/L） 

米国(1) 米国環境保護庁 Aquatic  
life criteria 

淡水    

CMC*1/CCC*2 設定されていない 

海（塩）水 

CMC*1/CCC*2 
設定されていない 

英国(2) 環境庁 UK Standard 
Surface Water  
AA-EQS*3 

Inland  
surface waters  

0.1 
(Octylphenolとして) 

Other surface 
waters  

0.01 
(Octylphenolとして) 

カナダ(3) 環境カナダ Water Quality 
Guidelines 
for the Protection 
of Aquatic Life 

Freshwater 
設定されていない 

Marine 
設定されていない 

ドイツ(4) 連邦環境庁 Water Framework Directive 
Annual average EQS 
(Watercourses and lakes) 

0.1 

Water Framework Directive  
Annual average EQS 
(Transtional and coastal waters) 

0.01 

オランダ(5) 国立健康環境研
究所 

Maximum Permissible 
 Concentration(MPC)*4 設定されていない 

Target value*4 設定されていない 
水産用水基準

（日本）(7) 
(社 )日本水産資
源保護協会 

淡水域 設定されていない 
海域 設定されていない 

*1 ：CMC（Criterion Maximum Concentration）：最大許容濃度 
*2 ：CCC（Criterion Continuous Concentration）：連続許容濃度 
*3 ：AA-EQS 環境基準(EQS:Environmental quality standards)における年平均値（AA:annual average value）（２） 
*4 ：法制度には規定されていないが環境影響評価等に用いられている目標値で、MPC(最大許容濃度：

Maximum permissible concentration)は人の健康や生物に影響を及ぼさない予測濃度、Target value（目標値）は
環境に影響を及ぼさない濃度を示す。（６） 

 

別紙１－２ 
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（２）国内外における有害性評価等に関する情報 
本物質の生態毒性データ及び有害性評価に関する各種情報の有無を表２に、また、評価書等

で導出された予測無影響濃度（PNEC）等を表３にそれぞれ示した。 

 

表２ 4-t-オクチルフェノールの有害性評価等に関する情報 

生態毒性データベース等 リスク評価書等 
米国環境保護庁「AQUIRE」（Aquatic Toxicity 
Information Retrival）(8) ○ 

化学物質の環境リスク評価 
（環境省、第 2巻）(12) 
【詳細な評価を行う候補】 

○ 

欧州連合(EU)IUCLID（International Union 
Chemical Information Database）(9) 

○ 化学物質の初期リスク評価書（CERI/ 
NITE（NEDO委託））(13) 

× 

欧州産業界 ECETOCの水生生物毒性データ
ベース（ECETOC Aquatic Toxicity：EAT)(10） 

× 詳細リスク評価書（（独）産業技術総合
研究所）(14) 

× 

環境省（庁）生態影響試験報告書(11) 
○ 

OECD SIDS*初期評価書 
（SIAR ：SIDS Initial Assessment Report） 

*Screening Information Data Set (15) 

○ 
(1995
年) 

  欧州連合（EU）リスク評価書（EU-RAR）
(16) 

× 

  環境保健クライテリア (EHC)(17) × 
 

 

カナダ環境保護法優先物質評価書

（Canadian Environmental Protection Act 
Priority Substances List Assessment Report）
(18) 

× 

 

 

英国環境食糧省 4-t-オクチルフェノール
リスク削減戦略及び便益分析最終報告書 

(4-tert-Octylphenol Risk Reduction 
Strategy and Analysis of Advantages and 
Drawbacks Final Report)(19) 

○ 

凡例）○：情報有り、×情報無し 

 

表３ リスク評価書での予測無影響濃度（PNEC）等 

リスク評価書等 
リスク評価

に用いてい

る値 

根拠 

生物群 種名 毒性値 アセスメン
ト係数等 

化学物質の環境リスク評価(12) 
（環境省、第2巻） 

0.48µg/L 
(PNEC) 甲殻類 Americamysis 

bahia 

96時間
LC50 
47.9µg/L 

100 

OECD SIDS 初期評価書(15) 0.6µg/L 
(PNEC) 魚類 Salmo 

gairdneri 

60日間
NOEC 
6µg/L 

10 

英国環境食糧省4-t-オクチルフ
ェノールリスク削減戦略及び

便益分析最終報告書(19) 

0.122 μg/l 
(PNEC) 魚類 

lowest 
‘traditional’ 
fish  

NOEC 
6.1µg/L 50 
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（３）国内における水環境又は化学物質管理関連の法制度での設定状況 

本物質は過去に化学物質の審査及び製造の規制に関する法律（化審法）において第二種監

視化学物質（通し番号：994）及び第三種監視化学物質（通し番号：14）に指定されていた。
本物質は p-オクチルフェノール（特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の
促進に関する法律（化管法）第一種指定化学物質（政令番号:74））の異性体の一つである。
（１） 

２．水生生物に対する生態毒性 

水質目標値を導出するための毒性値について、平成 24年第一次答申の「（参考４）毒性値
の信頼性評価について」に従い、信頼性と利用の適否が検討された結果、表４に示す毒性値

を水質目標値導出に用いることとした。 

なお、毒性データを収集した 4-t-オクチルフェノールは、CAS.140-66-9と表記されている物
質を対象とした。 

 

表４ 水生生物保全に係る水質目標値導出に利用可能な毒性値 

番

号 
水

域 
分類 成長段階 

毒性値 
(µg/L） 

生物種 
エンド 
ポイント 
／影響内容 

ばく露 
期間 

出典. 

1 
淡
水
域
（
河
川
・
湖
沼
） 

魚介類 

稚魚期 131 Oncorhynchus 
mykiss ニジマス LC50  

MOR 4日 環境省

(2010a) 

2 
胚～ 
稚魚期 7.2 Oncorhynchus 

mykiss ニジマス NOEC 
 GRO 57日 環境省

(2010b) 

3 稚魚期 363 Oryzias latipes メダカ LC50  
MOR 4日 環境省

(2008a) 

4 胚～ 
稚魚期 33.4 Oryzias latipes メダカ NOEC  

GRO 40日 環境省

(2008b) 

5 餌生物 - 138 Daphnia magna オオミジンコ NOEC  
REP 21日 環境省

(2011) 

6 
海

域 
 

魚介類 
稚魚期 85.2 Pagrus major マダイ LC50  

MOR 4日 環境省 
(2007) 

7 仔魚期 44.4 Pagrus major マダイ LC50  
MOR 2日 環境省 

(2007) 
8 餌生物 - 340 Tigriopus 

japonicus 
シオダマリ 
ミジンコ 

LC50  
MOR 2日 環境省 

（2012） 
 
【エンドポイント】LC50 (Median Lethal Concentration) : 半数致死濃度、NOEC (No Observed Effect Concentration) : 無影響濃度 
【影響内容】GRO (Growth) : 生長（植物）、成長（動物）、MOR (Mortality) : 死亡、REP(Reproduction) : 繁殖、再生産 

 
各毒性値が得られた試験の概要は以下の通りである。 

＜淡水域 魚介類＞ 
環境省(2010a)は、全長約 4cmのニジマス稚魚を用いて、OECD テストガイドライン（以下、「OECD TG」
という。）203(1992)に準拠して、半止水式（24時間換水）で急性毒性試験を実施している。試験は、シ
グマアルドリッチジャパン製の純度 98.0%を用いて 5濃度区（公比 2.2）と対照区を設定して行われてい
る。被験物質は GC/MS-SIM法で分析され、96時間半数致死濃度（LC50）は実測濃度に基づき 131µg/L
とされた。（４） 

環境省(2010b)は、受精した胚から稚魚までのニジマスを用いて、OECD TG210(1992)に準拠して、連続
流水式(試験液交換率約 15回/日）で初期生活段階試験を実施している。試験は、関東化学株式会社製の
純度 97.8%の物質を用いて 5濃度区（公比 2.2）と対照区、助剤対照区を設定して行われている。被験物
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質は高速液体クロマトグラフ（HPLC)法で分析され、成長に対する 57日間 NOECは実測濃度に基づき
7.2µg/Lとされた。（５） 

環境省(2008)は、全長約 2cmのメダカを用いて、化審法スクリーニング試験法に準拠して、半止水式
（24時間換水）で急性毒性試験を実施している。試験は、シグマアルドリッチジャパン製の純度 99.3%
の物質を用いて 5濃度区（公比 1.8）と対照区、助剤対照区を設定して行われている。被験物質は HPLC
法で分析され、96時間半数致死濃度（LC50）は実測濃度に基づき 363µg/Lとされた。（２） 

環境省(2008)は、受精した胚から稚魚までのメダカを用いて、OECD TG 210(1992)に準拠して、流水式
(換水率約 19回/日)で初期生活段階試験を実施している。試験は、シグマアルドリッチジャパン製の純度
99.3%の物質を用いて 5濃度区（公比 3）と対照区、助剤対照区を設定して行われている。被験物質は高
速液体クロマトグラフ質量分析計（LC/MS)で分析され、成長に対する 40日間無影響濃度（NOEC）は
実測濃度に基づき 33.4µg/Lとされた。（３） 

＜淡水域 餌生物＞ 
環境省(2011)は、オオミジンコを用いて、OECD TG 211(2008)に準拠して、半止水式（48時間換水）で
繁殖試験を実施している。試験は、関東化学株式会社製の純度 97.8%の物質を用いて 5濃度区（公比 2.0）
と対照区を設定して行われている。被験物質は高速液体クロマトグラフ（HPLC)法で分析された。最高
濃度区（実測値で 564µg/L）では親個体が死亡していたため、繁殖への影響は捉えられていない。また、
産仔数に対しては第 4濃度区（274µg/L）においても対照区との有意な差は見られなかった。ただし、第
4濃度区（274µg/L）では産出幼体の発育に顕著な影響が認められ、これらは正常な再生産とは言えない
ことから、繁殖に対する 21日間無影響濃度（NOEC）は実測濃度に基づき 138µg/Lとした。（６） 

＜海域 魚介類＞ 
環境省(2007)は、全長約 2cmのマダイ稚魚を用いて、OECD TG 203(1992) 、「化学物質に係る生態影
響試験について（環企技第 209号、平成 4年）」、（独）水産総合研究センター瀬戸内海区水産研究所
「有害物質の水域生態系影響評価と生態毒性試験法」（2001）に準拠して、半止水式（24時間換水）で
急性毒性試験を実施している。試験は、和光純薬株式会社製の純度 97.2％の物質を用いて 5濃度区と対
照区（公比 1.6）を設定して行われている。被験物質は GC/MS-SIM法で分析され、96時間半数致死濃度
(LC50)は実測濃度に基づき 85.2µg/Lとされた。（１） 

環境省(2007)は、全長約 8mmのマダイ仔魚を用いて、OECD TG 203(1992) 、「化学物質に係る生態影
響試験について（環企技第 209号、平成 4年）」、（独）水産総合研究センター瀬戸内海区水産研究所
「有害物質の水域生態系影響評価と生態毒性試験法」（2001）に準拠して、半止水式（24時間換水）で
急性毒性試験を実施している。試験は、和光純薬株式会社製の純度 97.2％の物質を用いて 5濃度区（公
比 1.8）と対照区を設定して行われている。被験物質は GC/MS-SIM法で分析され、48時間半数致死濃度
(LC50)は実測濃度に基づき 44.4µg/Lとされた。（１） 

＜海域 餌生物＞ 
環境省(2012)は、シオダマリミジンコのコペポダイト幼生変態後 1～2日齢を用いて、止水式で急性毒
性試験を実施している。試験は、和光純薬工業株式会社製の純度 98.0%の物質を用いて 5濃度区（公比
2.0）と対照区、助剤対照区を設定して行われている。被験物質は GC/MS法で分析され、48時間半数致
死濃度(LC50)は実測濃度に基づき 340µg/Lとされた。（７） 
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３．水質目標値の導出 
本項では、平成 24年第一次答申「（参考５）水質目標値の導出手順について」に従い、目
標値の導出に利用できるとされた毒性値（表４）に基づいて、4-ｔ-オクチルフェノールの水
質目標値を検討した。 

 

（１）水質目標値導出に用いる無影響濃度 
水質目標値導出に用いる無影響濃度は、慢性影響を示す標準試験法の試験結果を優先し

て用いるが、該当する試験結果が得られない場合、その他の試験法の毒性値に基づき適切な

方法を用いて慢性影響を生じない無影響濃度を推定する。 

１）慢性影響を示す毒性試験結果から得られた無影響濃度 
平成 24年第一次答申「（参考３） 目標値検討に用いる影響内容と試験法等」に示され
る標準試験法により、魚介類ではニジマス（胚～稚魚期）、メダカ（胚～稚魚期）の初期生

活段階試験、また、餌生物ではオオミジンコの繁殖試験の結果から無影響濃度が得られた。 

２）その他の毒性試験結果からの無影響濃度の推定方法 
１）項以外の魚介類の毒性値は急性影響に対するその他の試験法で求められた結果であ

り、近縁種の急性慢性毒性比が得られていないことから、平成 24年第一次答申「（参考７）
無影響濃度（慢性影響を生じない濃度）の推定」に従い、推定係数「10」で除して無影響濃
度とする。 

３）慢性影響を生じない無影響濃度（まとめ） 
１）項で得られた無影響濃度及び２）項での推定方法を用いて推定した無影響濃度を表

５にとりまとめた。 

表５ 水質目標値導出に用いる無影響濃度 

番

号 
水

域 
分類 成長段階 生物種 

エンド 
ポイント 
／影響内

容 

ばく露

期間 

毒性値（µg/L） 

推定 
係数 

慢性影響を

生じない無

影響濃度 
（推定値） 
（µg/L） 

標準 
試験法* 

その他の 
試験法* 

1 
淡
水
域
（
河
川
・
湖
沼
） 

魚介類 

稚魚期 ニジマス LC50 
MOR 4日 - 131 10 (13.1) 

2  胚～稚魚期 ニジマス NOEC 
GRO 57日 7.2 - - 7.2 

3 稚魚期 メダカ LC50 

MOR 4日 - 363 10 (36.3) 

4 胚～稚魚期 メダカ NOEC 
GRO 40日 33.4 - - 33.4 

5 餌生物 - オオミジンコ NOEC 
REP 21日 138 - - 138 

6 
海

域 
 

魚介類 
稚魚期 マダイ LC50 

MOR 4日 - 85.2 10 （8.52） 

7 仔魚期 マダイ LC50 
MOR 2日 - 44.4 10 (4.44) 

8 餌生物 - シオダマリ 
ミジンコ 

LC50 
MOR 2日 - 340 10 (34.0) 

*：「（参考３）目標値検討に用いる影響内容と試験法等」での試験法の分類 
（ ）内：急性影響から推定係数を適用して求めた推定値 
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（２）無影響導出値（魚介類、餌生物）の算出 

慢性影響を生じない無影響濃度（表６）を各類型に分類し、標準試験法より得られた慢性影

響を生じない無影響濃度を優先的に採用して、無影響導出値（魚介類、餌生物）を算出する

（表７）。魚介類については、成長段階により稚魚期での毒性値は一般域に、胚～稚魚期の

毒性値は特別域に当てはめ、慢性影響を生じない無影響濃度の最小値を種別に求め、代表種

の無影響濃度の最小値とその他の魚介類の最小値を比較し、平成 24年第一次答申「（参考６） 
無影響導出値（魚介類）の算出について」に従い、類型別の代表値を選定し、種比を考慮し

て無影響導出値（魚介類）を算出する。餌生物については、慢性影響を生じない無影響濃度

の幾何平均値を属別に求め、その最小値を無影響導出値（餌生物）とする。 

１）生物種による感受性の相違（種比） 

淡水域の生物 A及び生物特 Aではその代表種であるニジマス、生物 B及び生物特 Bでは代
表種であるメダカ、海域の生物 Aと生物特 Aは代表種であるマダイの慢性影響を生じない無
影響濃度が得られている。魚介類の生物種による感受性の相違（種比）は、平成 24年第一次
答申「（参考６） 無影響導出値（魚介類）の算出について」に従い、係数「10」を適用す
る。 

 

２）類型別の無影響導出値（魚介類、餌生物） 

類型別の無影響導出値（魚介類、餌生物）を表６に示した。 

 

表６ 魚介類と餌生物の無影響導出値（類型別） 

番

号 
水

域 
分

類 類型 成長段階 生物種 

慢性影響を生

じない無影響

濃度（推定値） 
（µg/L） 

種別・属別

の無影響

濃度 
（µg/L） 

類型別の

代表値 
(µg/L) 

種比 無影響導出値（魚
介類、餌生物） 

1 
淡
水
域
（
河
川
・
湖
沼
） 

魚

介

類 

生物 A 稚魚期 ニジマス (13.1) (13.1) 13.1 10 1.3 
2 生物特 A 胚～稚魚期 ニジマス 7.2 7.2 7.2 10 0.7 
3 生物 B 稚魚期 メダカ (36.3) (36.3) 36.3 10 3.6 
4 生物特 B 胚～稚魚期 メダカ 33.4 33.4 33.4 10 3.3 

5 
餌

生

物 

生物 A 
生物特 A 
生物 B 
生物特 B 

- オオミジン

コ 138 138 138 - 138 

6 

海

域 
 

魚

介

類 

生物 A 稚魚期 マダイ (8.52) (8.52) 8.52 10 0.9 

7 生物特 A 仔魚期 マダイ (4.44) (4.44) 4.44 10 0.4 

8 
餌

生

物 

生物 A 
- シオダマリ

ミジンコ 
(34.0) (34.0) 34.0 - 34.0 

生物特 A 

*：慢性影響に対する標準試験法による求められた値を優先 
（ ）内：急性影響から推定係数を適用して求めた推定値 
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（３）水質目標値の導出 

魚介類と餌生物の無影響導出値のうち、小さい方の値を該当する類型の無影響導出値とする

（表７）。 
各類型において、類型毎無影響導出値を水質目標値とする（表８）。 

 
 

表７ 類型別の無影響導出値 

水域 類型 分類 生物種・属 
無影響導出値 
（魚介類、餌生物） 
（µg/L） 

類型毎 
無影響導出値 
（µg/L） 

淡
水
域
（
河
川
・
湖
沼
） 

生物 A 
魚介類 ニジマス 1.3 

1 
餌生物 ミジンコ属 138 

生物特 A 
魚介類 ニジマス 0.7 

0.7 
餌生物 ミジンコ属 138 

生物 B 
魚介類 メダカ 3.6 4 
餌生物 ミジンコ属 138 

生物特 B 
魚介類 メダカ 3.3 3 
餌生物 ミジンコ属 138 

海 
域 

生物 A 
魚介類 マダイ 0.9 0.9 
餌生物 シオダマリミジンコ 34.0 

生物特 A 
魚介類 マダイ 0.4 0.4 
餌生物 シオダマリミジンコ 34.0 
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表８ 4-t-オクチルフェノールの水質目標値と目標値導出の概要 

水

域 類型 水生生物の生息状況の
適応性 

目標値

（µg/L） 目標値導出の概要 

淡
水
域
（
河
川
・
湖
沼
） 

生物Ａ 

イワナ、サケマス等比較的

低温域を好む水生生物及

びこれらの餌生物が生息

する水域 

1 

ニジマス（代表種、全長約 4cm稚魚）の 4日間半
数致死濃度（LC50）131µg/Lに基づいて、推定係数
「10」、および、他種の毒性値が得られていない
ことから、種比「10」で除して水質目標値とした。 

生物特Ａ 

生物Ａの水域のうち、生物

Ａの欄に掲げる水生生物

の産卵場（繁殖場）又は幼

稚仔の生育場として特に

保全が必要な水域 

0.7 

ニジマス（代表種、胚から稚魚期）の初期生活段
階試験により得られた成長への影響を及ぼさない
無影響濃度（NOEC）7.2µg/Lに基づいて、他種の
毒性値が得られていないことから、種比「10」で
除して水質目標値とした。 

生物Ｂ 

コイ、フナ等比較的高温域

を好む水生生物及びこれ

らの餌生物が生息する水

域 

4 

メダカ（代表種、全長約 2cm稚魚）の 4日間半数
致死濃度（LC50）363µg/Lに基づいて、推定係数
「10」、および、他種の毒性値が得られていない
ことから、種比「10」で除して水質目標値とした。 

生物特Ｂ 

生物Ａ又は生物Ｂの水域

のうち、生物Ｂの欄に掲げ

る水生生物の産卵場（繁殖

場）又は幼稚仔の生育場と

して特に保全が必要な水

域 

3 

メダカ（代表種、胚から稚魚期）の初期生活段階
試験により得られた成長への影響を及ぼさない無
影響濃度（NOEC）33.4µg/Lに基づいて、他種の慢
性影響に対する毒性試験結果が得られていないこ
とから、種比「10」で除して水質目標値とした。 

海
域 

生物Ａ 水生生物の生息する水域 0.9 

マダイ（代表種、全長約 2 cm稚魚）の 4日間半
数致死濃度（LC50）85.2µg/L に基づいて、推定
係数「10」、および、他種の毒性値が得られてい
ないことから種比「10」で除して水質目標値と
した。 

生物特Ａ 

生物Ａの水域のうち、水生

生物の産卵場（繁殖場）又

は幼稚仔の生育場として

特に保全が必要な水域 

0.4 

マダイ（代表種、全長約 8mm 仔魚）の 2日間半
数致死濃度（LC50）44.4µg/L に基づいて、推定
係数「10」、および、他種の毒性値が得られてい
ないことから種比「10」で除して水質目標値と
した。 
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価書. (独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構 委託事業) 
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(16) 欧州連合: European Union Risk Assessment Report. 
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(19) Department for Environment, Food and Rural Affairs (2006): 4-tert-Octylphenol Risk Reduction Strategy 

and Analysis of Advantages and Drawbacks Final Report (4-t-オクチルフェノールリスク削減戦略及び
便益分析最終報告書) 

 

水生生物に対する生態毒性 
(1) 環境省(2007)：平成 18年度 水生生物魚類等毒性試験調査（海域魚類）（その 1） 
(2) 環境省(2008a)：生態影響試験（4-t-オクチノレフェノールのヒメダカ(Oryzias latipes) に対する急性
毒性試験） 

(3) 環境省(2008b)：生態影響試験(4-t-オクチルフェノールのヒメダカ(Oryzias latipes)に対する初期生活
段階毒性試験) 

(4) 環境省(2010a)：平成 21 年度魚類毒性試験調査（淡水域魚類（ニジマス）・急性毒性試験）業務報
告書 
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(5) 環境省(2010b)：4-tert-オクテルフェノールのニジマス(Oncorhynchus mykiss)に対する初期生活段階毒
性試験報告書 

(6) 環境省(2011)：4-tert-オクチルフェノールのオオミジンコ（Daphnia magna）繁殖試験. 
(7) 環境省(2012)：シオダマリミジンコを対象とした急性毒性試験業務, 平成 23年度水生生物への影響
が懸念される有害物質情報収集等調査業務報告書＜別冊＞:251-278 
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別紙 収集したデータ 

番号 分類 毒性値

（µg/L） 生物種 生物分類 エンド 
ポイント 暴露期間（日） 

水質目標値導

出に用いるこ

とができる毒

性値 

出典 主な除外理由 

1 魚介類 400 Oryzias latipes メダカ EC50 浮き袋
の膨張 17（胚～自由遊泳） × Gray and Metcalfe(1999) エンドポイントとばく露期間が不

適 
2 魚介類 450 Oryzias latipes メダカ LC50 MOR 17（胚～自由遊泳） × Gray and Metcalfe(1999) 同上 

3 魚介類 830 Oryzias latipes メダカ EC50 浮き袋
の膨張 17（胚～自由遊泳） × Gray and Metcalfe(1999) 同上 

4 魚介類 830 Oryzias latipes メダカ LC50 MOR 17（胚～自由遊泳） × Gray and Metcalfe(1999) 同上 
5 魚介類 940 Oryzias latipes メダカ LC50 MOR 17（胚～自由遊泳） × Gray and Metcalfe(1999) 同上 

6 魚介類 >1400～
<3700 Poecilia reticulata グッピー LC50 MOR 4 × Toft and Baatrup(2001) 国外種 

7 餌生物 90 Daphnia magna オオミジンコ LC50 MOR 2 × Zou and Fingerman(1997) 情報が十分でない 
8 － 290 Fundulus heteroclitus キプリノドン科 LC50 MOR 4 × Kelly and Giulio(2000) 国外種 
9 － 340 Fundulus heteroclitus キプリノドン科 LC50 MOR 4 × Kelly and Giulio(2000) 国外種 

10 － 600 Fundulus heteroclitus キプリノドン科 LC50 MOR 2 × Kelly and Giulio(2000) 国外種 
11 － 440 Fundulus heteroclitus キプリノドン科 LC50 MOR 2 × Kelly and Giulio(2000) 国外種 
12 － 450 Fundulus heteroclitus キプリノドン科 LC50 MOR 2 × Kelly and Giulio(2000) 国外種 
13 － 280 Fundulus heteroclitus キプリノドン科 LC50 MOR 4 × Kelly and Giulio(2000) 国外種 
14 － 3,900 Fundulus heteroclitus キプリノドン科 LC50 MOR 2 × Kelly and Giulio(2000) 国外種 
15 － 3,900 Fundulus heteroclitus キプリノドン科 LC50 MOR 4 × Kelly and Giulio(2000) 国外種 
16 魚介類 39.6 Pagrus major マダイ LC50 MOR 2 ○ 環境省(2007)   
17 魚介類 47.3 Pagrus major マダイ LC50 MOR 2 ○ 環境省(2007)   
18 魚介類 82.3 Pagrus major マダイ LC50 MOR 4 ○ 環境省(2007)   
19 魚介類 92.6 Pagrus major マダイ LC50 MOR 4 ○ 環境省(2007)   
20 餌生物 90 Bellerochea polymorpha 珪藻類 EC50 2 × Walsh et al.(1988) 用量反応関係の記載がない 

21 餌生物 140 Skeletonema costatum スケレトネマ属（珪
藻） 

EC50 3 × Walsh et al.(1988) 用量反応関係の記載がない 

22 餌生物 13 Acartia tonsa アカルチア属 
EC50 ノープ
リウス期幼

生発達阻害 
5 × Andersen et al.(2001) エンドポイントとばく露期間が不

適 

23 餌生物 420 Acartia tonsa アカルチア属 LC50 MOR 2 × Andersen et al.(2001) 情報が十分でない 
24 － 47.9 Americamysis bahia アミ科 LC50 MOR 4 × Cripe et al.(1989) 国外種 
25 － 53.4 Americamysis bahia アミ科 LC50 MOR 4 × Cripe et al.(1989) 国外種 
26 － 55.1 Americamysis bahia アミ科 LC50 MOR 4 × Cripe et al.(1989) 国外種 
27 － 105.6 Americamysis bahia アミ科 LC50 MOR 4 × Cripe et al.(1989) 国外種 
28 － 112.2 Americamysis bahia アミ科 LC50 MOR 4 × Cripe et al.(1989) 国外種 
29 － 113.1 Americamysis bahia アミ科 LC50 MOR 4 × Cripe et al.(1989) 国外種 
30 餌生物 1,100 Crangon septemspinosa エビジャコ科 LC50 MOR 4 × McLeese et al.(1981) 情報が十分でない 
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番号 分類 毒性値

（µg/L） 生物種 生物分類 エンド 
ポイント 暴露期間（日） 

水質目標値導

出に用いるこ

とができる毒

性値 

出典 主な除外理由 

31 魚介類 33.4 Oryzias latipes メダカ NOEC GRO 40 ○ 環境省(2008)   
32 魚介類 363 Oryzias latipes メダカ LC50 MOR 4 ○ 環境省(2008)   
33 魚介類 131.3 Oncorhynchus mykiss ニジマス LC50 MOR 4 ○ 環境省(2010a)  
34 魚介類 7.2 Oncorhynchus mykiss ニジマス NOEC成長 57 ○ 環境省(2010b)  

35 餌生物 328.3 Tigriapus japonicus シオダマリミジンコ LC50 MOR 2 × 環境省(2010c) 
試験開始時と終了時の生物数が異

なる等、再現性に疑問があるため、

除外。（再試験を実施。） 
36 餌生物 138 Daphnia magna オオミジンコ NOEC REP 21 ○ 環境省(2011)  
37 餌生物 300 Tigriopus japonicus シオダマリミジンコ LC50 MOR 4 × Lee et al.(2007) 情報が十分でない 
38 餌生物 1,000 Tigriopus japonicus シオダマリミジンコ LOEC MOR 2 × Seo et al.(2006) エンドポイントが不適 
39 餌生物 130 Tigriopus japonicus シオダマリミジンコ NOEC MOR 4 × Lee et al.(2007) エンドポイントが不適 
40 － 577.6 Danio rerio ゼブラフィッシュ LC50 MOR 5 × Cruz(2004) 国外種 
41 － 4.5 Salmo salar タイセイヨウサケ NOEC MPH 26 × Bangsgaard et al.(2006) 国外種 
42 － 10 Salmo salar タイセイヨウサケ NOEC GRO 24 × Bangsgaard et al.(2006) 国外種 
43 － 10 Salmo salar タイセイヨウサケ NOEC MPH 24 × Bangsgaard et al.(2006) 国外種 
44 － 14 Zoarces viviparus ゲンゲ科 NOEC MOR 35 × Rasmussen et al.(2002) 国外種 
45 － 65 Zoarces viviparus ゲンゲ科 NOEC MPH 35 × Rasmussen et al.(2002) 国外種 
46 － 14 Zoarces viviparus ゲンゲ科 NOEC MPH 35 × Rasmussen et al.(2002) 国外種 
47 － 56.1～56.5 Pimephales promelas ファットヘッドミノー NOEC MPH 21 × Brian et al.(2007) 国外種 
48 － 4.6～4.9 Pimephales promelas ファットヘッドミノー NOEC MPH 21 × Brian et al.(2007) 国外種 
49 － 3.2 Danio rerio ゼブラフィッシュ NOEC MOR 4 × Cruz(2004) 国外種 
50 － 3.2 Danio rerio ゼブラフィッシュ NOEC REP ≧131 × Cruz(2004) 国外種 
51 － 6.2 Danio rerio ゼブラフィッシュ NOEC AVO 3 × Cruz(2004) 国外種 
52 － 6.2 Danio rerio ゼブラフィッシュ NOEC MOR 5 × Cruz(2004) 国外種 
53 

餌生物 0.1 Potamopyrgus 
antipodarum カワツボ属 NOEC REP 42 × Jobling et al.(2004) 内分泌攪乱作用に対する影響を捉

えており、エンドポイントが不適 
54 

餌生物 ≧100 Potamopyrgus 
antipodarum カワツボ属 NOEC MOR 63 × Jobling et al.(2003) 内分泌攪乱作用に対する影響を捉

えており、エンドポイントが不適 
55 

餌生物 ≧100 Potamopyrgus 
antipodarum カワツボ属 NOEC MPH 63 × Jobling et al.(2003) 同上 

56 
餌生物 ≧100 Potamopyrgus 

antipodarum カワツボ属 NOEC REP 42 × Jobling et al.(2003) 同上 

57 餌生物 340 Tigriapus japonicus シオダマリミジンコ LC50 MOR 2 ○ 環境省(2012)  
【エンドポイント】EC50 (Median Effective Concentration) : 半数影響濃度、LC50 (Median Lethal Concentration) : 半数致死濃度、LOEC（Low Observed Effect Concentration) :最小影響濃度 

NOEC (No Observed Effect Concentration) : 無影響濃度 
【影響内容】AVO（Avoidance）：忌避、GRO（Growth）：成長、MOR（Mortality）：死亡、MPH(Morphology measurements and endpoints):形態への影響、REP（Reproduction）：繁殖 
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アニリンの水質目標値の導出根拠 

 

参考資料「（参考４）毒性値の信頼性評価について」に従い信頼性が確認された毒性値を基に

アニリンの水生生物保全に係る水質目標値の導出根拠を取りまとめた。なお、本報告書の文中及

び表中の（ ）内の数字は出典番号を示している。 

 

１．国内外における水質目標値策定等の動向 

（１）国内外における水生生物に関する目標値等の設定状況 

１）水生生物保全に係る水質目標値（水生生物保全に係る水質環境基準関連） 

アニリンの水生生物保全に係る水質目標値は、平成 15年答申において記載されている（表
１）。 

なお、アニリンの水質目標値については、『公共用水域におけるアニリンの検出について

は、要調査項目存在状況調査結果等複数の調査結果がある。目標値と公共用水域等における検

出状況を比較すると、アニリンは淡水域では目標値及び目標値の 10％値の超過はみられなかっ
た。このため、全国的な環境管理施策及び監視は現時点では必要はなく、各種調査において検

出された場合に環境の状況を判断する際のクライテリアの一つとして公表することが妥当で

ある。なお、海域での目標値が導出されていないことから、海生生物を用いた毒性試験を早急

に実施し、毒性評価を行う必要がある。（平成 15年 9月中央環境審議会｢水生生物の保全に係
る水質環境基準の設定について（答申）｣（以下、「平成 15年答申」という。）の「６．優先
検討物質ごとの検討結果」）』としている。 

表１ 水生生物保全に係る水質目標値（アニリン） 
 
CAS 

 
物質名 水域 類型 目標値 

（µg/L） 生物分類 毒性分類 毒性値(µg/L) 種比 
急性 
慢性毒

性比 

62-53-3 
アニリ

ン 

淡水

域 

生物Ａ 20 ミジンコ類 慢性毒性 17 - - 
生物特Ａ 20 ミジンコ類 慢性毒性 17 - - 
生物Ｂ 20 ミジンコ類 慢性毒性 17 - - 
生物特Ｂ 20 ミジンコ類 慢性毒性 17 - - 

海域 
生物Ａ - - - - - - 
生物特Ａ - - - - - - 

平成 15年 9月中央環境審議会｢水生生物の保全に係る水質環境基準の設定について（答申）｣より作成 

 
 

  

別紙１－３ 
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２）その他の水生生物保全関連の基準値等 

国内外におけるアニリンの水生生物に関する目標値等の設定状況を表２に整理した。 

カナダ及びドイツでは、水生生物保全のための水質目標値が導出されている。カナダでは

オオミジンコの繁殖試験結果から淡水に対するガイドライン値として 2.2µg/Lとされている。
また、ドイツでは水枠組み指令の生態ステータスでの環境基準値として淡水域平均値 0.8µg/L、
沿岸域等 0.08µg/Lとされているが、この値は連邦法令策定において変更する可能性があるもの
とされている。 

表２ 水生生物保全関連の水質目標値等（アニリン） 

対象国 担当機関 水質目標値名 水質目標値 
（µg/L） 

米国(1) 米国環境保護

庁 
Aquatic life 
criteria 

淡水    

CMC*1/CCC*2 設定されていない 
海（塩）水 

CMC*1/CCC*2 設定されていない 
英国(2) 環境庁 UK Standard 

Surface Water  

AA-EQS*3 

Inland  
surface waters  設定されていない 

Other surface 
waters  設定されていない 

カナダ(3) 環境カナダ Water Quality 
Guidelines 
for the Protection 
of Aquatic Life 

Freshwater 
2.2*4 

Marine 
設定されていない 

ドイツ(4) 連邦環境庁 Water Framework Directive 
Annual average EQS 
(Watercourses and lakes) 

0.8*5 

Water Framework Directive  
Annual average EQS 
(Transtional and coastal waters) 

0.08*5 

オランダ(5) 国立健康環境
研究所 

Maximum Permissible 
 Concentration(MPC)*6 設定されていない 
Target value*6 設定されていない 

水産用水基

準（日本）(7) 
(社)日本水産
資源保護協会 

淡水域 設定されていない 
海域 設定されていない 

*1 ：CMC（Criterion Maximum Concentration）：最大許容濃度 
*2 ：CCC（Criterion Continuous Concentration）：連続許容濃度 
*3 ：AA-EQS 環境基準(EQS:Environmental quality standards)における年平均値（AA:annual average value）（２） 
*4：オオミジンコ（Daphnia magna）を用いた繁殖に対する 14日間 LOEC 21.8 μg/Lに安全係数 0.1を考慮し
て算出。（８） 

*5： Evaluation subject to possible changes in EQS during the course of adopting the OgewV（仮訳：表流水を保全す
るための連邦法令が適用される間に EQSを変更することが可能な評価対象） 

*6 ：法制度には規定されていないが環境影響評価等に用いられている目標値で、MPC(最大許容濃度：Maximum 
permissible concentration)は人の健康や生物に影響を及ぼさない予測濃度、target value（目標値）は環境に影
響を及ぼさない濃度を示す。（６） 
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（２）国内外における有害性評価等に関する情報 

本物質の生態毒性データ及び有害性評価に関する各種情報の有無を表３に、また、評価書等で

導出された予測無影響濃度（PNEC）等を表４にそれぞれ示した。 

 

表３ アニリンの有害性評価等に関する情報 
生態毒性データベース等 リスク評価書等 

「AQUIRE」（Aquatic Toxicity 
Information Retrival）(9) ○ 

化学物質と環境リスク評価 
（環境省、第 1巻）(13) ○ 

欧州連合(EU)IUCLID（International 
Union Chemical Information）(10) ○ 

化学物質の初期リスク評価書（CERI/NITE
（NEDO委託））(14) ○ 

欧州産業界 ECETOCの水生生物毒性デ
ータベース（ECETOC Aquatic Toxicity：
EAT) (11） 

○ 
詳細リスク評価書（（独）産業技術総合研究

所）(15) × 

環境省（庁）生態影響試験報告書(12) ○ 

OECD SIDS*初期評価書 
（SIAR ：SIDS Initial Assessment Report） 
*Screening Information Data Set (16) 

○ 

(2000 年) 

  
欧州連合（EU）リスク評価書 
（EU-RAR）(17) ○ 

  環境保健クライテリア (EHC)(18) × 

  
カナダ環境保護法優先物質評価書（Canadian 
Environmental Protection Act Priority 
Substances List Assessment Report）(19) 

○ 

凡例）○：情報有り、×情報無し  

 
 

表４ リスク評価書での予測無影響濃度（PNEC）等 

リスク評価書等 
リスク評価

に用いてい

る値 

根拠 

生物群 種名 
毒性値

（µg/L） 

アセス

メント

係数等 
化学物質と環境リスク

評価（環境省、第 1巻）
(13) 

0.4µg/L 
（PNEC） 甲殻類 Daphnia 

magna 
21日間NOEC 
4µg/L 10 

化学物質の初期リスク

評価書

（CERI/NITE( NEDO委
託)）(14) 

4µg/L 
（NOEC） 甲殻類 Daphnia 

magna 
21日間NOEC 
4µg/L 

- 

欧州連合（EU）リスク評
価書（EU-RAR）(17) 1.5µg/L 

（NOEC） 甲殻類 Daphnia 
magna 

21日間NOEC 
15µg/L 
（4～24µg/L
の算術平均） 

10 
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（３）国内における水環境又は化学物質管理関連の法制度での設定状況 

本物質は化学物質の審査及び製造の規制に関する法律（化審法）での優先評価化学物質（通し

番号：54）、旧第二種監視化学物質（通し番号：1068）及び特定化学物質の環境への排出量の把
握等及び管理の改善の促進に関する法律（化管法）第一種指定化学物質（政令番号：15）に指定
されている。 

水道水質の基準等においては、要検討項目に設定されており、目標値は 0.02mg/Lである。 

 
２. 水生生物に対する生態毒性 

（１）アニリンの毒性値の評価に関する検討の経緯 

アニリンの水質目標値導出に用いる毒性値は、平成 15年答申に評価結果とともに記載されて
いる。平成 15年答申では、『なお、海域での目標値が導出されていないことから、海生生物を
用いた毒性試験を早急に実施し、毒性評価を行う必要がある。』とされており、環境省ではそれ

を受け、海産魚類の試験法を開発した上で試験を実施している。 

本報告では、平成 15年答申で毒性情報が必要とされた海産魚類に加えて、新たに信頼できる
毒性値を整理した。 

（２）新たに収集した毒性値の信頼性等評価 

新たに収集した毒性情報のうち、水生生物保全に係る水質目標値の検討に用いることが可

能と考えられた追加データについて、平成 24年第一次答申の「（参考４）毒性値の信頼性評
価について」に従い、信頼性と利用の適否が検討された結果、表５に示す毒性値を水質目標値

導出に用いることが可能とされた。 

なお、毒性データを収集したアニリンは、CAS. 62-53-3と表記されている物質を対象とした。 

 

表５ 水生生物保全に係る水質目標値導出に利用可能な毒性値（アニリン） 

番

号 水域 分類 成長 
段階 

毒性値 
(µg/L） 生物種 

エンドポイ

ント 
／影響内容 

ばく露 
期間 出典 

1 淡水域 餌生物 - 24.6 Daphnia 
magna オオミジンコ NOEC REP 21日 Gersich&Milazzo(1988) 

2 

海域 
魚介類 
稚魚期 12,700 Pagrus major マダイ LC50 MOR 4日 環境省(2007) 

3 仔魚期 48,700 Pagrus major マダイ LC50 MOR 2日 環境省(2007) 

4 餌生物 - 6,840 Tigriopus 
japonicus 

シオダマリ 
ミジンコ 

LC50 MOR 2日 環境省(2012) 

【エンドポイント】LC50 (Median Lethal Concentration) : 半数致死濃度、NOEC (No Observed Effect Concentration) : 無影響濃度 

【影響内容】MOR (Mortality) : 死亡、REP (Reproduction) : 繁殖、再生産 
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各毒性値が得られた試験の概要は以下の通りである 

＜淡水域 餌生物＞ 

Gersich&Milazzo(1988)は、24時間令未満のオオミジンコを用いて、止水式で繁殖試験を実施している。
試験は、Fisher Scientific製 純度 99%の物質を用いて 5濃度と対照区（公比 2未満）を設定して行われ
ている。被験物質は逆相液体クロマトグラフィで分析され、繁殖に対する 21日間無影響濃度（NOEC）
は実測濃度に基づき 24.6µg/Lとされた。（１） 

 

＜海域 魚介類＞ 

環境省(2007a)は、体長 3cmのマダイ稚魚を用いて、｢海産魚類及び海産エビ類の急性毒性試験法（案）
（第１版）｣（平成 17年 11月）及び経済協力開発機構（OECD）｢試験困難物質及び混合物の水生毒性
試験に関するガイダンス文書（2000）｣に準拠して、半止水式（24時間換水）で急性毒性試験を実施し
ている。試験は、和光純薬工業株式会社製 純度 100%の物質を用いて 5濃度区と対照区（公比 2）を設
定して行われている。被験物質は GC/MSで分析され、96時間半数致死濃度（LC50）は実測濃度に基づ

き 12,700µg/Lとされた。（２） 

環境省(2007a)は、体長約 8mmのマダイ仔魚を用いて、｢海産魚類及び海産エビ類の急性毒性試験法
（案）（第１版）｣（平成 17年 11月）及び経済協力開発機構（OECD）｢試験困難物質及び混合物の水
生毒性試験に関するガイダンス文書（2000）｣に準拠して、半止水式（24時間換水）で急性毒性試験を
実施している。試験は、和光純薬工業株式会社製 純度 100%の物質を用いて 5濃度区と対照区（公比 2）
を設定して行われている。被験物質は GC/MSで分析され、48時間半数致死濃度（LC50）は実測濃度に

基づき 48,700µg/Lとされた。（２） 

 

＜海域 餌生物＞ 

環境省(2012)は、シオダマリミジンコのコペポダイト幼生変態後 1～2日齢を用いて、止水式で急性
毒性試験を実施している。試験は、和光純薬工業株式会社製の純度 99.9%の物質を用いて 5濃度区（公
比 3.0）と対照区を設定して行われている。公比が大きくなっているが、この公比でも 0%及び 100%死
亡は得られていないため、物質の特徴を踏まえて設定しており妥当と判断した。被験物質は GC/MS法
で分析され、48時間半数致死濃度(LC50)は実測濃度に基づき 7,090µg/Lとされた。（３） 
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３．水質目標値の導出 

本項では、平成 24年第一次答申「（参考５）水質目標値の導出手順について」に従い、目標
値の導出に利用できるとされた毒性値（表５）に基づいて、アニリンの水質目標値を検討した。 
淡水域生物 A及び生物特 A並びに生物 B及び生物特 Bの水質目標値については、平成 15年答
申において、オオミジンコの慢性影響に対する毒性値から 20μg/Lという水質目標値が導出され
ている。今般の見直しにおいて、新たに信頼できる毒性情報として、オオミジンコの繁殖に対す

る毒性値（21日 NOEC 24.6µg/L）が得られたが、現行の水質目標値に比べて大きな値となって
いることから、平成 15年答申の水質目標値を引き続き目標値とすることが適当である。 
海域生物 A及び生物特 Aの水質目標値については、新たに収集した信頼できる毒性情報から
以下のとおり水質目標値を導出した。 

（１）水質目標値導出に用いる無影響濃度 
水質目標値導出に用いる無影響濃度は、慢性影響を示す標準試験法の試験結果を優先して

用いるが、該当する試験結果が得られない場合、その他の試験法の毒性値に基づき適切な方法

を用いて慢性影響を生じない無影響濃度を推定する。 

１）慢性影響を示す毒性試験結果から得られた無影響濃度 
平成 24年第一次答申「（参考３） 目標値検討に用いる影響内容と試験法等」に示される
標準試験法により得られた毒性値は得られていない。 

２）その他の毒性試験結果からの無影響濃度の推定方法 
標準試験法以外の魚介類の毒性値は急性影響に対するその他の試験法で求められた結果で

あり、近縁種の急性慢性毒性比が得られていないことから、平成 24年第一次答申「（参考７）
無影響濃度（慢性影響を生じない濃度）の推定」に従い、推定係数「10」で除して無影響濃度
とする。 

３）慢性影響を生じない無影響濃度（まとめ） 

２）項での推定方法を用いて推定した無影響濃度を表６にとりまとめた。 

表６ 水質目標値導出に用いる無影響濃度 

番

号 
水

域 
分類 成長段階 生物種 

エンドポ

イント／

影響内容 

ばく露

期間 

毒性値（µg/L） 

推定 
係数 

慢性影響を

生じない無

影響濃度 
（推定値） 
（µg/L） 

標準試

験法* その他の試験法* 

2 

海

域 

魚介類 
稚魚期 マダイ LC50 

MOR 4日 - 12,700 10 (1,270) 

3 仔魚期 マダイ LC50 
MOR 2日 - 48,700 10 (4,870) 

4 餌生物 - シオダマリ

ミジンコ 
LC50 
MOR 2日 - 6,840 10 (684) 

*：「（参考３）目標値検討に用いる影響内容と試験法等」での試験法の分類 
（ ）内：急性影響から推定係数を適用して求めた推定値 
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（２）無影響導出値（魚介類、餌生物）の算出 

慢性影響を生じない無影響濃度（表７）を各類型に分類し、標準試験法より得られた慢性影響

を生じない無影響濃度を優先的に採用して、無影響導出値（魚介類、餌生物）を算出する（表８）。

魚介類については、成長段階により稚魚期での毒性値は一般域に、胚～稚魚期の毒性値は特別域

に当てはめ、慢性影響を生じない無影響濃度の最小値を種別に求め、代表種の無影響濃度の最小

値とその他の魚介類の最小値を比較し、平成 24年第一次答申「（参考６） 無影響導出値（魚
介類）の算出について」に従い、類型別の代表値を選定し、種比を考慮して無影響導出値（魚介

類）を算出する。餌生物については、慢性影響を生じない無影響濃度の幾何平均値を属別に求め、

その最小値を無影響導出値（餌生物）とする。 

１）生物種による感受性の相違（種比） 

海域の生物 Aと生物特 Aは代表種であるマダイの慢性影響を生じない無影響濃度が得られて
いる。魚介類の生物種による感受性の相違（種比）は、平成 24年第一次答申「（参考６） 無
影響導出値（魚介類）の算出について」に従い、係数「10」を適用する。 

２）類型別の無影響導出値（魚介類、餌生物） 
類型別の無影響導出値（魚介類、餌生物）を表７に示した。 

 

表７ 魚介類と餌生物の無影響導出値（類型別） 

番

号 
水

域 
分

類 類型 成長段階 生物種 

慢性影響を生

じない無影響

濃度（推定値） 
（µg/L） 

種別・属別

の無影響

濃度 
（µg/L） 

類型別の

代表値 
(µg/L) 

種比 無影響導出値（魚
介類、餌生物） 

2 

海

域 
 

魚

介

類 

生物 A 稚魚期 マダイ (1,270) (1,270) 1,270 10 127 

3 生物特 A 仔魚期 マダイ (4,870) (4,870) 4,870 10 487 

4 
餌

生

物 

生物 A 
- シオダマリ

ミジンコ (684) (684) 684 - 684 
生物特 A 

*：慢性影響に対する標準試験法による求められた値を優先 
（ ）内：急性影響から推定係数を適用して求めた推定値 

 

（３）水質目標値の導出 

魚介類と餌生物の無影響導出値のうち、小さい方の値を該当する類型の無影響導出値とする

（表８）。 
生物特 Aの無影響導出値が生物 Aを上回っていること、これらの値はいずれもその他の試験
法から得られた値であることから、（参考５）の手順２から、生物特 Aの水質目標値は生物 A
の値を採用する（表９）。 
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表８ 類型別の無影響導出値 

水域 類型 分類 生物種・属 
無影響導出値 
（魚介類、餌生物） 
（µg/L） 

類型毎 
無影響導出値 
（µg/L） 

海 
域 

生物 A 
魚介類 マダイ 127 100 
餌生物 シオダマリミジンコ 684 

生物特 A 
魚介類 マダイ 487 500 
餌生物 シオダマリミジンコ 684 

 

 

表９ アニリンの水質目標値と目標値導出の概要 

水域 類型 水生生物の生息状況の 
適応性 

目標値

（µg/L） 目標値導出の概要 

淡
水
域
（
河
川
・
湖
沼
） 

生物Ａ 

イワナ、サケマス等比較的

低温域を好む水生生物及び

これらの餌生物が生息する

水域 

20 

平成 15年答申での水質目標値 

生物特Ａ 

生物Ａの水域のうち、生物

Ａの欄に掲げる水生生物の

産卵場（繁殖場）又は幼稚

仔の生育場として特に保全

が必要な水域 

20 

生物Ｂ 
コイ、フナ等比較的高温域

を好む水生生物及びこれら

の餌生物が生息する水域 
20 

生物特Ｂ 

生物Ａ又は生物Ｂの水域の

うち、生物Ｂの欄に掲げる

水生生物の産卵場（繁殖場）

又は幼稚仔の生育場として

特に保全が必要な水域 

20 

海
域 

生物Ａ 水生生物の生息する水域 100 

マダイ（代表種、全長約 3cmの稚魚）の
4 日間半数致死濃度（LC50）12,700µg/L
に基づいて、推定係数「10」、および、他
種の毒性値が得られていないことから、
種比「10」で除して水質目標値とした。 

生物特Ａ 

生物Ａの水域のうち、水生

生物の産卵場（繁殖場）又

は幼稚仔の生育場として特

に保全が必要な水域 

100 

（海域「生物 A」の無影響導出値を「生
物特 A」の水質目標値として採用。） 
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2,4-ジクロロフェノールの水質目標値の導出根拠 

参考資料「（参考４）毒性値の信頼性評価について」に従い信頼性が確認された毒性値を基に

2,4-ジクロロフェノールの水生生物保全に係る水質目標値の導出根拠を取りまとめた。なお、本
報告書の文中及び表中の（ ）内の数字は出典番号を示している。 

 

１. 国内外における水質目標値策定等の動向 

（１）国内外における水生生物に関する目標値等の設定状況 

１）水生生物保全に係る水質目標値（水生生物保全に係る水質環境基準関連） 

2,4-ジクロロフェノールの水生生物保全に係る水質目標値は、平成 15年 9月中央環境審議
会｢水生生物の保全に係る水質環境基準の設定について（答申）｣（以下、「平成 15年答申」
という。）において記載されている（表１）。 

 
表１ 水生生物保全に係る水質目標値（2,4-ジクロロフェノール） 

CAS 物質名 水域 類型 
目標値 
（µg/L） 生物分類 毒性分類 

毒性値

（µg/L） 種比 
急性慢

性毒性

比 

120-83-2 

2,4-ジ
クロロ

フェノ

ール 

淡水域 

生物Ａ 30 ニジマス 急性毒性 2600 10 10 
生物特Ａ 3 ニジマス 慢性毒性 26 10 - 
生物Ｂ 800 ミジンコ類 慢性毒性 837 - - 
生物特Ｂ 20 フナ 慢性毒性 170 10 - 

海域 
生物Ａ - - - - - - 
生物特Ａ - - - - - - 

平成 15年 9月中央環境審議会｢水生生物の保全に係る水質環境基準の設定について（答申）｣より作成 
 

 

２）その他の水生生物保全関連の基準値等 

国内外における 2,4-ジクロロフェノールの水生生物に関する目標値等の設定状況を表２に
整理した。 

米国、英国、カナダ、ドイツ及びオランダでは、水生生物保全のための水質目標値が導出

されている。米国では淡水の急性毒性として 2,020µg/L、慢性毒性として 365µg/Lとされてお
り、英国では年平均値として 20µg/Lとされている。また、カナダではジクロロフェノールと
して淡水域のガイドライン値として 0.2µg/Lとされている。ドイツでは水枠組み指令生態ステ
ータスの環境基準値として淡水域年平均値 10µg/L、沿岸域等 1µg/Lとされている。そして、オ
ランダでは、ジクロロフェノールの最大許容濃度として 15µg/L、目標値として 0.2µg/Lとされ
ている。 

別紙１－４ 
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表２ 水生生物保全関連の水質目標値等（2,4-ジクロロフェノール） 

対象国 担当機関 水質目標値名 水質目標値 
（µg/L） 

米国 米国環境保護

庁 
Aquatic life 
criteria(1) 

淡水    

CMC*1/CCC*2 
設定されていない 

海（塩）水 

CMC*1/CCC*2 
設定されていない 

英国(2) 環境庁 UK Standard 

Surface Water  

AA-EQS*3 

Inland  
surface waters  20*3 

Other surface 
waters  20*3 

カナダ(3) 環境カナダ Water Quality 
Guidelines 
for the Protection 
of Aquatic Life 

Freshwater 0.2(Dichlorophenols)*4 

Marine 設定されていない 

ドイツ(4) 連邦環境庁 Water Framework Directive 
Annual average EQS 
(Watercourses and lakes) 

10 

Water Framework Directive  
Annual average EQS 
(Transtional and coastal waters) 

1 

オランダ 
(5) 

国立健康環境

研究所 
Maximum Permissible 
 Concentration(MPC)*5 

15（Dichlorophenols） 

Target value*7 0.2（Dichlorophenols） 
水産用水基

準（日本）(7) 
(社)日本水産
資源保護協会 

淡水域 設定されていない 
海域 設定されていない 

*1 ：CMC（Criterion Maximum Concentration）：最大許容濃度 

*2 ：CCC（Criterion Continuous Concentration）：連続許容濃度 

*3 ：AA-EQS 環境基準(EQS:Environmental quality standards)における年平均値（AA:annual average value）（３） 

  なお、20µg/L導出の根拠は記載されていないが、同国のWater. R&D Technical Reportでは、ニジマス

（Onchrhynchus mykiss）胚から稚魚までの死亡に対する 85日間 LOEC 0.18mg/Lに安全係数 10で除して

20µg/Lを算出している。（８） 

*4 ：オオクチバス（Micropterus salmoides）を用いて異臭障害を調べた結果（0.4µg/L）を 2で除した値。（９） 

*5 ：法制度には規定されていないが環境影響評価等に用いられている目標値で、MPC(最大許容濃度： 

Maximum permissible concentration)は人の健康や生物に影響を及ぼさない予測濃度、target value（目標 

値）は環境に影響を及ぼさない濃度を示す。（６） 

 

（２）国内外における有害性評価等に関する情報 
本物質の生態毒性データ及び有害性評価に関する各種情報の有無を表３に、また、評価書

等で導出された予測無影響濃度（PNEC）等を表４にそれぞれ示した。 

  



 

58 
 

表３  2,4-ジクロロフェノールの有害性評価等に関する情報 
生態毒性データベース等 リスク評価書等 

「AQUIRE」（Aquatic Toxicity 
Information Retrival）(10) ○ 化学物質と環境リスク評価(14) 

（環境省、第 8巻※） × 

欧州連合(EU)IUCLID（International 
Union Chemical Information）(11) ○ 化学物質の初期リスク評価書

（CERI/NITE(NEDO委託)）(15) × 

欧州産業界 ECETOCの水生生物毒性デ
ータベース（ECETOC Aquatic Toxicity：

EAT) (12） 
○ 
詳細リスク評価書（（独）産業技術

総合研究所）(16) × 

環境省（庁）生態影響試験報告書(13) ○ 

OECD SIDS*初期評価書 
（SIAR ：SIDS Initial Assessment 

Report） 
*Screening Information Data Set (17) 

○(2006年) 

  欧州連合（EU）リスク評価書 
（EU-RAR）(18) × 

  環境保健クライテリア (EHC) (19) 
○（Chlorophenols 

other than 
pentachlorophenol） 

  

カナダ環境保護法優先物質評価書

（Canadian Environmental Protection 
Act Priority Substances List 

Assessment Report）(20) 

× 

凡例）○：情報有り、×情報無し  

※既に水生生物の保全に係る水質目標値が導出されているため、生態リスク初期評価は行われていない。 

 

表４ リスク評価書での予測無影響濃度（PNEC）等 

リスク評価書等 リスク評価に

用いている値 

根拠 

生物群 種名 
毒性値

（µg/L） 
アセスメン

ト係数等 
OECD SIDS 初期評価書 －（算定されて

いない） － － － － 

 

（３）国内における水環境又は化学物質管理関連の法制度での設定状況 
本物質は過去に化学物質の審査及び製造の規制に関する法律において第二種監視化学物質（通

し番号:997）及び第三種監視化学物質（通し番号:131）に指定されていた。また、本物質は特定
化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律（化管法）第二種指定化

学物質（政令番号：34）に指定されている。このほか、本物質は水環境保全に向けた取組のため
の要調査項目に選定されている。 

 

２. 水生生物に対する生態毒性 

（１）2,4-ジクロロフェノールの毒性値の評価に関する検討の経緯 
2,4-ジクロロフェノールの水質目標値導出に用いる毒性値は、平成 15年答申に評価結果ととも
に記載されているが、海域での水質目標値が策定されておらず、海生生物への影響については言

及されていない。また、淡水域の生物 Bでは、信頼できる魚介類データが得られず、餌生物であ
るオオミジンコの慢性影響に対する毒性値から水質目標値が導出されている。 
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本報告では、平成 15年答申で信頼できる毒性値が得られていなかった海産魚類に加えて、新
たに信頼できる毒性値を整理した。 

（２）新たに収集した毒性値の信頼性等評価 
新たに収集した毒性情報のうち、水生生物保全に係る水質目標値の検討に用いることが可能と

考えられた追加データについて、平成 24年第一次答申の「（参考４）毒性値の信頼性評価につ
いて」に従い、信頼性と利用の適否が検討された結果、表５に示す毒性値を水質目標値導出に用

いることが可能とされた。 

なお、毒性データを収集した 2,4-ジクロロフェノールは CAS 120-83-2と表記されている物質を
対象とした。 

 

表５ 水生生物保全に係る水質目標値導出に利用可能な毒性値 

（2,4-ジクロロフェノール） 

番

号 水域 分類 成長段
階 
毒性値 
(µg/L） 生物種 

エンドポイ

ント／影響

内容 

ばく露

期間 出典 

1 
淡水域 魚介類 

稚魚期  3,400 Oryzias latipes メダカ LC50  MOR 4日 環境省(2004) 
2 稚魚期 6,300 Oryzias latipes メダカ LC50  MOR 4日 Shigeokaら(1988) 
3 

海域 
魚介類 

稚魚期 1,890 Pagrus major マダイ LC50  MOR 4日 環境省(2003) 
4 仔魚期 1,400 Pagrus major マダイ LC50  MOR 2日 環境省(2003) 

5 餌生物 - 7,090 Tigriopus 
japonicus 

シオダマリ

ミジンコ 
LC50 MOR 2日 環境省(2012) 

【エンドポイント】LC50 (Median Lethal Concentration) : 半数致死濃度 【影響内容】MOR (Mortality) : 死亡 

 

各毒性値が得られた試験の概要は以下の通りである。 

＜淡水域 魚介類＞ 

環境省（2004）は、体長約 1.6cmのメダカを用いて、OECDテストガイドライン（以下、「OECD TG」

という）203(1992)に準拠して、半止水式（24時間換水）で急性毒性試験を実施している。試験は、和光

純薬工業株式会社製 純度 99.8%の物質を用いて 6濃度区と対照区（公比 1.5）を設定して行われた。被

験物質は、HPLC/UV法により分析され、96時間半数致死濃度（LC50）は実測値に基づき 3,400µg/Lとさ

れた。（５） 

Shigeokaら(1988)は、体長約 2.0cmのメダカを用いて、OECD TG203(1981)に準拠して、半止水式（48

時間換水）で急性毒性試験を実施している。試験は、和光純薬工業株式会社製 試薬を用いて 5濃度区

と対照区（公比 1.8）を設定して行われた。96時間半数致死濃度（LC50）は設定値に基づいて 6,300µg/L

とされた。（２） 
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＜海域 魚介類＞ 

環境省（2003）は、全長約 3cmのマダイ稚魚を用いて、OECD TG203(1992)、「化学物質に係る生態

影響試験について（環企技第 209号）」、（独）水産総合研究センター瀬戸内海区水産研究所「有害物

質の水域生態系影響評価と生態毒性試験法」（2001）に準拠して、半止水式（24時間換水）で急性毒性

試験を実施している。試験は、シグマアルドリッチジャパン株式会社製 純度 99%の物質を用いて 6濃

度区と対照区（公比 1.8）を設定して行われた。被験物質は、GC/MSにより分析され、96時間半数致死

濃度（LC50）は実測濃度に基づき 1,890µg/Lとされた。（４） 

環境省（2003）は、全長約 9mmのマダイ仔魚を用いて、OECD TG203(1992)、「化学物質に係る生態

影響試験について（環企技第 209号）」、（独）水産総合研究センター瀬戸内海区水産研究所「有害物

質の水域生態系影響評価と生態毒性試験法」（2001）に準拠して、半止水式（24時間換水）で急性毒性

試験を実施している。試験は、シグマアルドリッチジャパン株式会社製 純度 99%の物質を用いて 7濃

度区と対照区（公比 1.6）を設定して行われた。被験物質は、GC/MSにより分析され、48時間半数致死

濃度（LC50）は実測濃度に基づき 1,400µg/Lとされた。（４） 

＜海域 餌生物＞ 

環境省(2012)は、シオダマリミジンコのコペポダイト幼生変態後 1～2日齢を用いて、止水式試験を
実施している。試験は、和光純薬工業株式会社製の純度 99.9%の物質を用いて 5濃度区（公比 2.0）と対
照区を設定して行われている。被験物質は GC/MS法で分析され、48時間半数致死濃度(LC50)は実測濃度
に基づき 7,090µg/Lとされた。（６） 

 

３．水質目標値の導出 

本項では、平成 24年第一次報告「（参考５）水質目標値の導出手順について」に従い、目標
値の導出に利用できるとされた毒性値（表５）に基づいて、2,4-ジクロロフェノールの水質目標
値を検討した。 
水質目標値の検討は、魚介類による毒性値が得られていない「生物 B」と毒性情報が得られな
かった海域の生物 A及び特 Aについて行った。 

 

（１）水質目標値導出に用いる無影響濃度 

水質目標値導出に用いる無影響濃度は、慢性影響を示す標準試験法の試験結果を優先して

用いるが、該当する試験結果が得られない場合、その他の試験法の毒性値に基づき適切な方法

を用いて慢性影響を生じない無影響濃度を推定する。 

１）その他の毒性試験結果からの無影響濃度の推定方法 

平成 24年第一次報告「（参考３）目標値検討に用いる影響内容と試験法等」に示される標
準試験法により得られた毒性値は得られていない。標準試験法以外の魚介類の毒性値は急性影

響に対するその他の試験法で求められた結果であり、近縁種の急性慢性毒性比が得られていな
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いことから、平成 24年第一次報告「（参考７）無影響濃度（慢性影響を生じない濃度）の推
定」に従い、推定係数「10」で除して無影響濃度とする。 

２）慢性影響を生じない無影響濃度（まとめ） 

１）項で得られた無影響濃度及び２）項での推定方法を用いて推定した無影響濃度を表６

にとりまとめた。 

表６ 水質目標値導出に用いる無影響濃度 

番

号 
水

域 
分類 

成長 
段階 

生物種 

エンド 
ポイン

ト／影

響内容 

ばく露

期間 

毒性値（µg/L） 

推定 
係数 

慢性影響を

生じない無

影響濃度 
（推定値） 
（µg/L） 

標準試

験法* その他の試験法* 

1 淡
水 
域 

魚介類 稚魚期 メダカ LC50 
MOR 4日 - 3,400 10 (340) 

2 魚介類 稚魚期 メダカ LC50 
MOR 4日 - 6,300 10 (630) 

3 

海

域 

魚介類 
稚魚期 マダイ LC50 

MOR 4日 - 1,890 10 (189) 

4 仔魚期 マダイ LC50 
MOR 2日 - 1,400 10 (140) 

5 餌生物 - シオダマリ

ミジンコ 
LC50 
MOR 2日 - 7,090 10 (709) 

*：「（参考 3）目標値検討に用いる影響内容と試験法等」での試験法の分類 
（ ）内：急性影響から推定係数を適用して求めた推定値 

 

（２）無影響導出値（魚介類、餌生物）の算出 

慢性影響を生じない無影響濃度（表７）を各類型に分類し、標準試験法より得られた慢性影響

を生じない無影響濃度を優先的に採用して、無影響導出値（魚介類、餌生物）を算出する（表８）。

魚介類については、成長段階により稚魚期での毒性値は一般域に、胚～稚魚期の毒性値は特別域

に当てはめ、慢性影響を生じない無影響濃度の最小値を種別に求め、代表種の無影響濃度の最小

値とその他の魚介類の最小値を比較し、平成 24年第一次報告「（参考６）無影響導出値（魚介
類）の算出について」に従い、類型別の代表値を選定し、種比を考慮して無影響導出値（魚介類）

を算出する。餌生物については、慢性影響を生じない無影響濃度の幾何平均値を属別に求め、そ

の最小値を無影響導出値（餌生物）とする。 

１）生物種による感受性の相違（種比） 

海域の生物 Aと生物特 Aは代表種であるマダイの慢性影響を生じない無影響濃度が得られて
いる。魚介類の生物種による感受性の相違（種比）は、平成 24年第一次報告「（参考６） 無
影響導出値（魚介類）の算出について」に従い、係数「10」を適用する。 

２）類型別の無影響導出値（魚介類、餌生物） 

類型別の無影響導出値（魚介類、餌生物）を表７に示した。 
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表７ 魚介類と餌生物の無影響導出値（類型別） 

番

号 
水

域 
分

類 類型 成長段階 生物種 

慢性影響を生じ

ない無影響濃度

（推定値） 
（µg/L） 

種別・属別

の無影響濃

度 
（µg/L） 

類型別の 
代表値 
(µg/L) 

種比 
無影響導出

値（魚介類、

餌生物） 

1 淡
水 
域 

魚

介

類 
生物 B 

稚魚期 メダカ (340) 

(340) 340 10 34 

2 稚魚期 メダカ (630) 

3 

海

域 
 

魚

介

類 

生物 A 稚魚期 マダイ (189) (189) 189 10 19 

4 生物特 A 仔魚期 マダイ (140) (140) 140 10 14 

5 
餌

生

物 

生物 A 
- シオダマリ

ミジンコ (709) (709) 709 - 709 
生物特 A 

*：慢性影響に対する標準試験法による求められた値を優先 
（ ）内：急性影響から推定係数を適用して求めた推定値 

 

（３）水質目標値の導出 

魚介類と餌生物の無影響導出値のうち、小さい方の値を該当する類型の無影響導出値とする

（表８）。 
各類型において、無影響導出値を水質目標値とする（表９）。 
 

表８ 類型別の無影響導出値 

水域 類型 分類 生物種・属 
無影響導出値 
（魚介類、餌生物） 
（µg/L） 

類型毎 
無影響導出値 
（µg/L） 

淡水域 生物 B 
魚介類 メダカ 34 30 
餌生物 ミジンコ類 800 

海域 
生物 A 

魚介類 マダイ 19 
20 

餌生物 シオダマリミジンコ 709 

生物特 A 
魚介類 マダイ 14 10 
餌生物 シオダマリミジンコ 709 

 

  



 

63 
 

 

表９ 2,4-ジクロロフェノールの水質目標値と目標値導出の概要 

水

域 類型 水生生物の生息状況の
適応性 

目標値

（µg/L） 目標値導出の概要 

淡
水
域
（
河
川
・
湖
沼
） 

生物Ａ 

イワナ、サケマス等比較的

低温域を好む水生生物及

びこれらの餌生物が生息

する水域 

30 

平成 15年答申での水質目標値 

生物特Ａ 

生物Ａの水域のうち、生物

Ａの欄に掲げる水生生物

の産卵場（繁殖場）又は幼

稚仔の生育場として特に

保全が必要な水域 

3 

生物Ｂ 

コイ、フナ等比較的高温域

を好む水生生物及びこれ

らの餌生物が生息する水

域 

30 

メダカ（代表種、被鱗体長約 1.6cm）の 4日間半
数致死濃度（LC50）3,400µg/Lに基づいて、推定
係数「10」、および、他種の毒性値が得られてい
ないことから、種比「10」で除して水質目標値と
した。 

生物特Ｂ 

生物Ａ又は生物Ｂの水域

のうち、生物Ｂの欄に掲げ

る水生生物の産卵場（繁殖

場）又は幼稚仔の生育場と

して特に保全が必要な水

域 

20 平成 15年答申での水質目標値 

海
域 

生物Ａ 水生生物の生息する水域 20 

マダイ（代表種、全長約 3cm稚魚）の 4日間半
数致死濃度（LC50）1,890µg/Lに基づいて、推定
係数「10」、および、他種の毒性値が得られてい
ないことから、種比「10」で除して水質目標値と
した。 

生物特Ａ 

生物Ａの水域のうち、水生

生物の産卵場（繁殖場）又

は幼稚仔の生育場として

特に保全が必要な水域 

10 

マダイ（代表種、全長約 9mm 仔魚）の 2日間半
数致死濃度（LC50）1,400µg/Lに基づいて、推定
係数「10」、および、他種の毒性値が得られてい
ないことから、種比「10」で除して水質目標値と
した。 
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